






■ 高知市地域保健推進協議会委員名簿

【令和５年５月25日現在】 

（任期 令和４年12月１日～令和６年11月30日） 

＜１号委員＞ 行政関係者（１人） 

氏 名 団体名 役職名 備 考 

中 嶋 真 琴 高知県 健康政策部副部長 

＜２号委員＞ 医療・保健・福祉団体関係者（６人） 

氏 名 団体名 役職名 備 考 

船 井  守 一般社団法人 高知市医師会 会 長 会  長 

宮  川 慎太郎 一般社団法人 高知市歯科医師会 会 長 

植 田 隆 公益社団法人 高知県薬剤師会 高知市薬剤師会会長 

吉 永 恵 子 公益社団法人 高知県看護協会 専務理事 

新 谷 美 智 公益社団法人 高知県栄養士会 会 長 

吉 岡 章 社会福祉法人 高知市社会福祉協議会 会 長 

＜３号委員＞ 環境衛生団体関係者（２人） 

氏 名 団体名 役職名 備 考 

佐 野 明 彦 高知県獣医師会 会 長 

小笠原 晃 男 高知市食品衛生協会 会 長 新任R5.5.25～ 

＜４号委員＞ 学識経験者（２人） 

氏 名 団体名 所属・役職等 備 考 

安 田 誠 史 国立大学法人 高知大学 教育研究部 医療学系 教授 

小 澤 若 菜 高知県立大学 看護学部 准教授 

＜５号委員＞ 保健福祉に関する施策の対象となる市民等（２人） 

氏 名 団体名 所属・役職等 備 考 

濱 渦 祥 子 高知市食生活改善推進協議会 会 長 

内ノ村 晶 特定非営利活動法人 みどりの手 
みどり作業所 

サービス管理責任者 





報告事項 高知市健康づくりアンケートの集計結果について 

調査実施の概要 

(１)調査の目的 

  高知市民の健康づくりを支援するため，市民の健康状態や生活状況，健康に関する知識や意識，保

健行動に関する内容について調査を実施し，高知市が策定する保健分野における総合的な計画となる

「高知市健康づくり計画」の基礎資料とする。 

(２)調査対象 

実施期間：令和５年６月 1日～６月 22日

(３)調査項目 

○自覚的健康感 自覚的健康感 

○健診受診状況 健診受診歴 がん検診受診歴 未受診理由 

○高 血 圧 高血圧の有無 高血圧治療 

○糖 尿 病 糖尿病の有無 糖尿病治療 

○脂質異常症 脂質異常症の有無 脂質異常症治療 

○慢 性 腎 臓 病 ＣＫＤの周知度 

○ＣＯＰＤ ＣＯＰＤの周知度 

○健 康 づ く り 健康づくり習慣 健康づくりに取り組める環境の有無 

○か か り つ け かかりつけ医 かかりつけ薬局 かかりつけ歯科医  

○睡 眠 ・ 休 養 平均睡眠時間 

○こころの健康 こころの状態 ストレス対処行動への心理的抵抗性 

○飲 酒 飲酒 アルコール換算 

○身体活動運動 運動習慣 

○栄 養 ・ 食 生 活 朝食摂取 栄養バランス 塩分摂取 野菜の摂取 

〇食 品 衛 生 食品表示 生食安全性の意識 生食の摂取状況 

○歯・口腔の健康 咀嚼の意識 咀嚼状態 フッ化物の活用 定期的な歯科検診 

残存歯数 歯周病の全身影響 歯肉の状態 

○喫 煙 喫煙状況 たばこの種類 禁煙意思 受動喫煙 受動喫煙場所 

○ペ ッ ト 終生飼育義務の周知度 ペット飼育の意識  

地域猫活動の周知度 ペット飼育の有無 ペットの種類  

ペットを飼う理由 ペットとの避難準備 犬の身分表示の有無 

猫の飼い方 不妊・去勢の有無 不妊・去勢をしていない理由 

○保健所機能や役割 保健所業務の重点的役割 

○地域のつながり 地域のつながり 

○性別や年齢等 性別 年齢階級 身長・体重 世帯構成 加入する医療保険 

暮らし向き 

○自 由 意 見 自由意見 

対象者 高知市在住の満 20歳以上 70歳未満の市民 

対象者数 

2,000 名 

令和５年５月20日現在の住民基本台帳から層化無作為抽出法によ

り抽出。 

調査用紙の配布方法 郵送 

調査用紙の回収方法 郵送またはウェブ（自記式） 

回収結果 848 名  回収率：42.4％ * 

*（調査期間を過ぎて返送されたものも有効回答として調査結果に反映） 

資料① 
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(４)報告書の見方 

①Ｎは質問に対する集計対象総数で，割合算出の基準である。

②割合は百分率（％）で，小数点以下第２位を四捨五入している。このため，割合の合計が 100％

とならない場合がある。

③回答の割合（％）は，その質問の回答者数を基数として算出している。このため，複数回答

の設問は，割合の合計が 100％を超える場合がある。

④調査項目によって，クロス集計を行い，実績や目標設定に必要な場合は，過去の調査との比

較をしている。

⑤自由意見について，判別不能な回答は掲載を行わない。

属性 

性別・年齢別アンケート回収率 

32%

39%

30歳代

40歳代

226

248

年代

49

0

1

回収数

回答しない

性別

男性

女性

その他

回答しない

配布数

152

146

146

182

20歳代

その他 0

回答しない 2

男性 73

女性 97

3

女性 76

その他 0

男性 45

35

34%

31%

42%

回収率

23%

回収率

37%

53%

50%

59%

男性 80

回答しない 0

無回答 12

女性

配布数

219

258

195

228

50歳代

60歳代

無回答

98

女性

年代 性別

回答しない 3

女性 138

その他 0

回収数

男性

134

0

その他 0

男性 2

その他 0

回答しない 0

合計 2,000 848 42.4%

男
40%

女
59%

その他
0%回答しない

1%
無回答
0%

回答者の性別（N=848）

20歳代
10%

30歳代
15%

40歳代
20%

50歳代
28%

60歳代
27%

女性（N=494）

20歳代
10%

30歳代
14%

40歳代
22%

50歳代
24%

60歳代
30%

男性（N=333）
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男性 女性
Ｈ29 N=656 Ｈ29 N=945

R５ N=333 R５ N=494
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個人の
ライフステージ

影響

影響

影響 影響

自身の子ども
影響

次世代
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0%

20%

40%
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80%

100%

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

高知市立学校各学年のむし歯のあるものの割合

経年変化（乳歯・永久歯）
H28 R4

8



〇口腔保健支援センターを歯科口腔保健の拠点とした庁内や関係機関への支援
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➁

〇ライフステージに応じた取組

➂

〇ライフステージに応じた取組
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〇ライフステージに応じた取組
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男性 女性
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R５ N=412N=1,108H29

30.1%

25.3%

16.8%

11.8%

7.3%

1.3%

0.7%

0.6%

0.6%

0.00%

21.4%

34.5%

29.9%

4.6%

0.0%

4.4%

0.7%

0.5%

1.0%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40%

飲食店
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家庭

遊技場(ゲームセンター，パチンコ,競馬場など）

その他

無回答

行政機関（市役所，町役場,公民館など）

医療機関

学校

公共交通機関 H29 R5
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%
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男性 女性
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個別支援 支援チームでのミーティング
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高
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市
健
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づ

く
り

計
画

　
総

括
表

　
（

R
5

年
評

価
）

 
　

 地
域

の
つ

な
が

り
の

中
で

希
望

を
も

っ
て

健
や

か
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

　
 

 ～
多

様
な

関
係

者
と

の
協

働
に

よ
る

住
民

主
体

の
健

康
づ

く
り

活
動

の
推

進
～

＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
の

方
策

＞

◎
：

目
標

値
に

達
し

た
○

：
目

標
値

に
は

達
し

て
い

な
い

が
改

善
し

た
△

：
策

定
時

と
比

較
し

て
ほ

ぼ
変

化
な

し
×

：
策

定
時

と
比

較
し

て
悪

化
し

た

Ⅰ 　 生 涯 を 通 じ て “ 健 康 な 生 活 ” が で き る ま ち

Ⅰ
－

１
　

心
も

身
体

も
健

や
か

に
，

元
気

の
輪

が
広

が
っ

て
い

く
ま

ち

1
)健

康
的

な
生

活
習

慣
づ

く
り

　
　

★
重

点
施

策

◆
若

い
世

代
（

2
0

～
3

0
歳

代
）

か
ら

健
康

的
な

生
活

習
慣

づ
く

り
に

取
り

組
め

る
よ

う
，

関
係

機
関

と
連

携
し

た
情

報
提

供
の

実
施

➤
健

康
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

等
で

は
，

相
対

的
に

高
齢

者
の

参
加

率
が

高
く

，
若

い
世

代
（

2
0

～
3

0
歳

代
）

に
向

け
た

啓
発

・
情

報
発

信
の

機
会

が
十

分
確

保
で

き
な

か
っ

た
。

ま
た

，
少

な
い

啓
発

機
会

の
中

で
，

若
い

世
代

の
生

活
習

慣
が

，
そ

の
時

の
健

康
問

題
だ

け
に

留
ま

ら
ず

，
そ

の
後

の
健

康
に

も
影

響
す

る
と

い
う

，
経

時
的

な
視

点
を

含
め

て
啓

発
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

➤
働

い
て

い
る

方
に

対
し

て
は

，
企

業
に

出
向

い
て

健
康

講
座

を
実

施
し

た
り

，
企

業
の

職
員

に
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

に
取

り
組

ん
で

も
ら

っ
た

り
す

る
よ

う
声

掛
け

を
行

う
な

ど
，

徐
々

に
健

康
経

営
の

考
え

方
が

広
が

っ
て

き
た

。

【
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
➤

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

る
人

の
割

合
は

，
男

性
5

4
.4

％
，

女
性

5
9

.9
％

（
目

標
値

　
男

性
6

3
％

，
女

性
6

4
％

）
で

，
H

2
9

よ
り

や
や

増
加

し
た

が
，

目
標

値
に

は
達

成
し

て
い

な
い

。
➤

運
動

習
慣

の
あ

る
人

の
割

合
は

，
若

い
世

代
で

低
い

。
➤

健
康

づ
く

り
の

た
め

に
心

掛
け

て
い

る
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

は
，

H
2

9
年

度
と

比
べ

て
全

体
的

に
や

や
増

加
し

て
い

る
が

，
2

0
歳

代
男

性
，

3
0

歳
代

女
性

で
減

少
し

，
若

い
世

代
で

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

る
人

が
少

な
い

。
➤

女
性

の
や

せ
（

B
M

I1
8

.５
未

満
）

の
割

合
は

2
0

～
4

0
歳

代
で

増
加

し
て

い
る

。

◆
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
拡

充
➤

重
点

事
業

と
し

て
取

り
組

み
，

H
3

0
年

度
ま

で
は

参
加

者
が

2
,6

0
6

人
と

年
々

増
加

し
た

も
の

の
，

そ
の

後
減

少
し

，
R

4
年

度
は

1
,5

1
5

人
だ

っ
た

。
➤

参
加

者
の

内
訳

と
し

て
は

，
職

場
や

家
族

，
地

域
で

グ
ル

ー
プ

を
作

っ
て

取
り

組
む

人
が

増
え

た
。

➤
協

力
店

の
つ

な
が

り
に

よ
り

，
量

販
店

や
地

区
組

織
で

の
情

報
提

供
の

機
会

が
増

え
，

よ
り

多
く

の
市

民
に

情
報

を
届

け
る

機
会

が
増

え
た

。
➤

イ
ベ

ン
ト

開
催

時
に

は
，

協
議

会
団

体
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

，
幅

広
い

分
野

に
わ

た
る

啓
発

を
実

施
で

き
た

。

◆
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
働

に
よ

る
環

境
づ

く
り

➤
包

括
連

携
協

定
を

結
ん

だ
企

業
と

と
も

に
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
，

普
段

接
す

る
機

会
の

な
い

対
象
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に

も
啓

発
を

実
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す
る
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と

が
で

き
た

。
➤

「
高

知
市

生
活

習
慣
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予

防
に

関
す
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議
会
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で
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，

高
知

市
の

健
康
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共

有
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を
行

い
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協
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を
重
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毎
年

委
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所
属

団
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協
働

に
よ
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ま
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る

。

【
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ケ

ー
ト

結
果

】
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暮
ら

し
向

き
が

苦
し

い
人

ほ
ど

，
自

覚
的

健
康

感
が

悪
く

，
朝

食
欠

食
の

割
合

や
歯

科
健

診
受

診
率

な
ど

の
生

活
習

慣
が

悪
い

傾
向

に
あ

る
。

➤
身

近
に

健
康

づ
く

り
に

つ
い

て
話

し
た

り
，

誘
っ

た
り

し
て

く
れ

る
人

が
い

る
と

答
え

た
者

の
割

合
は

5
0

％
に

到
達

し
て

お
ら

ず
，

特
に

3
0

歳
代

で
少

な
い

。
➤

身
近

に
健

康
づ

く
り

に
つ

い
て

話
し

た
り

，
誘

っ
て

く
れ

る
人

が
い

る
と

答
え

た
者

ほ
ど

，
自

覚
的

健
康

感
が

よ
い

と
答

え
た

者
の

割
合

が
高

い
。

◆
施

策
を

「
地

域
と

と
も

に
す

す
め

る
健

康
な

ま
ち

づ
く

り
」

に
変

更
し

，
以

下
の

視
点

を
踏

ま
え

て
，

重
点

と
し

て
継

続
す

る
。

◆
ラ

イ
フ

コ
ー

ス
ア

プ
ロ

ー
チ

を
踏

ま
え

た
健

康
づ

く
り

の
推

進
➤

自
分

の
将

来
を

見
据

え
た

健
康

づ
く

り
を

行
う

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

，
若

い
世

代
か

ら
啓

発
し

て
い

く
。

➤
ま

た
，

自
身

の
現

在
の

生
活

習
慣

が
将

来
の

自
分

の
健

康
に

影
響

し
て

い
く

だ
け

で
な

く
，

自
身

の
子

ど
も

や
，

と
も

に
暮

ら
す

家
族

の
健

康
に

も
影

響
す

る
と

い
う

こ
と

を
意

識
し

，
次

世
代

に
つ

な
ぐ

健
康

づ
く

り
の

推
進

を
め

ざ
す

。

◆
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

健
康

づ
く

り
の

推
進

➤
経

済
的

な
背

景
を

踏
ま

え
健

康
格

差
の

縮
小

を
め

ざ
し

，
福

祉
部

門
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
➤

障
害

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

，
す

べ
て

の
市

民
に

健
康

づ
く

り
の

情
報

が
行

き
届

く
よ

う
，

こ
れ

ま
で

情
報

を
届

け
る

機
会

の
少

な
か

っ
た

障
害

分
野

に
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

情
報

提
供

を
実

施
し

て
い

く
。

◆
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
活

用
し

た
健

康
づ

く
り

の
推

進
➤

障
害

の
あ

る
方

の
健

康
づ

く
り

に
も

活
か

せ
る

よ
う

，
内

容
の

見
直

し
➤

職
場

や
地

域
，

家
族

で
声

を
掛

け
合

っ
て

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
む

よ
う

促
し

て
い

く
。

➤
協

力
団

体
と

の
連

携
を

強
化

し
，

よ
り

多
く

の
市

民
へ

啓
発

で
き

る
場

を
確

保
し

て
い

く
。

◆
自

然
に

健
康

に
な

れ
る

環
境

づ
く

り
の

推
進

➤
健

康
に

関
心

が
薄

い
人

も
含

め
，

周
囲

の
近

し
い

人
を

巻
き

込
ん

で
健

康
づ

く
り

に
取

り
組

め
る

よ
う

，
市

民
同

士
が

声
を

掛
け

合
え

る
よ

う
な

事
業

展
開

を
行

う
。

（
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
活

用
）

➤
包

括
連

携
協

定
を

結
ん

だ
企

業
や

，
生

活
習

慣
病

予
防

に
関

す
る

協
議

会
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
働

に
よ

り
，

行
政

の
力

だ
け

で
な

く
，

直
接

的
に

は
健

康
づ

く
り

に
関

係
の

な
い

分
野

も
含

め
，

あ
ら

ゆ
る

分
野

が
健

康
づ

く
り

を
少

し
で

も
意

識
し

，
自

然
に

健
康

に
な

れ
る

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

い
く

。
➤

「
健

康
的

な
生

活
習

慣
づ

く
り

」
に

つ
い

て
，

そ
の

現
状

や
課

題
を

市
民

や
，

地
区

組
織

，
民

間
事

業
所

や
，

庁
内

外
の

関
係

団
体

と
共

有
し

，
地

域
で

健
康

で
い

ら
れ

る
た

め
に

で
き

る
こ

と
を

一
緒

に
考

え
，

と
も

に
取

り
組

め
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

や
，

そ
の

実
施

に
向

け
て

す
す

め
る

こ
と

で
，

み
ん

な
が

健
康

に
な

れ
る

地
域

づ
く

り
を

目
指

す
。

◆
若

い
世

代
か

ら
健

康
的

な
生

活
習

慣
づ

く
り

に
取

り
組

め
る

よ
う

，
対

象
に

応
じ

た
健

康
づ

く
り

の
情

報
提

供
を

関
係

機
関

と
連

携
し

効
果

的
に

行
う

。

◆
健

康
づ

く
り

を
応

援
す

る
具

体
的

な
方

法
と

し
て

，
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
拡

充
を

図
る

。

◆
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
働

に
よ

り
無

関
心

の
人

も
含

め
，

市
民

が
声

を
掛

け
合

っ
て

健
康

づ
く

り
を

行
え

る
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
。
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＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
の

方
策

＞

＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
の

方
策

＞

◆
「

高
知

市
食

育
推

進
計

画
」

に
示

す
全

世
代

に
渡

る
食

を
通

じ
た

健
康

づ
く

り
に

つ
い

て
，

関
係

団
体

や
庁

内
関

係
各

部
署

と
連

携
し

た
取

組
を

実
施

す
る

。

◆
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

通
じ

た
食

の
啓

発
を

行
う

。
➤

子
ど

も
の

頃
か

ら
の

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
重

要
性

や
実

践
力

の
養

成
に

向
け

た
啓

発
➤

若
い

世
代

に
対

し
，

「
食

」
が

健
康

づ
く

り
の

基
本

で
あ

る
こ

と
を

啓
発

➤
高

齢
世

代
に

対
し

，
低

栄
養

予
防

の
普

及
啓

発

◆
食

生
活

改
善

推
進

員
の

活
動

活
性

化
に

向
け

た
支

援

Ⅰ 　 生 涯 を 通 じ て “ 健 康 な 生 活 ” が で き る ま ち

2
)こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り

◆
H

3
0

年
度

に
作

成
し

た
「

高
知

市
自

殺
対

策
計

画
」

は
，

庁
内

の
様

々
な

機
関

が
参

加
す

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
策

定
し

，
R

４
年

度
に

は
「

高
知

市
自

殺
対

策
計

画
～

中
間

見
直

し
追

加
版

～
」

を
策

定
し

た
。

➤
市

民
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

の
際

に
は

，
こ

こ
ろ

の
健

康
に

関
す

る
相

談
窓

口
に

つ
な

が
る

「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
（

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

か
ら

簡
単

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
チ

ェ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
）

の
チ

ラ
シ

や
カ

ー
ド

を
配

布
し

，
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

を
普

及
す

る
と

と
も

に
，

相
談

窓
口

を
周

知
し

て
い

る
。

「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
の

ア
ク

セ
ス

数
は

年
々

増
加

し
，

R
４

年
度

は
5

5
,0

0
2

回
，

新
規

相
談

も
増

加
し

て
い

る
。

➤
市

民
に

接
す

る
機

会
の

多
い

市
職

員
，

委
託

先
職

員
だ

け
で

な
く

，
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
職

員
に

も
研

修
対

象
を

拡
大

し
，

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
養

成
研

修
を

実
施

し
て

い
る

。
➤

暮
ら

し
向

き
が

苦
し

い
人

と
感

じ
て

い
る

方
に

対
し

て
は

，
生

活
支

援
相

談
セ

ン
タ

ー
，

福
祉

課
と

連
携

し
て

支
援

し
て

い
る

。
➤

働
く

人
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

研
修

を
依

頼
に

応
じ

て
実

施
し

て
い

る
。

＜
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

＞
➤

1
6

.7
％

の
方

が
心

理
的

苦
痛

を
感

じ
て

い
る

と
回

答
し

，
H

2
9

年
度

の
健

康
づ

く
り

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
4

.5
％

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
，

心
理

的
苦

痛
を

感
じ

て
い

る
方

で
は

，
自

覚
的

健
康

感
が

よ
く

な
い

と
感

じ
て

い
る

方
，

暮
ら

し
向

き
が

苦
し

い
と

答
え

た
方

の
割

合
が

高
く

み
ら

れ
た

。
➤

自
覚

的
健

康
感

が
「

よ
く

な
い

」
傾

向
に

あ
る

ほ
ど

，
睡

眠
時

間
が

５
時

間
未

満
の

割
合

が
増

え
た

。
➤

全
国

と
比

較
し

て
，

誰
か

に
悩

み
を

相
談

し
た

り
助

け
を

求
め

た
り

す
る

こ
と

に
た

め
ら

い
を

感
じ

る
割

合
は

低
か

っ
た

。

◆
「

自
殺

・
う

つ
病

対
策

の
推

進
」

と
項

目
を

一
つ

に
し

，
重

点
と

し
て

実
施

。

◆
新

た
に

心
の

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
研

修
を

住
民

対
象

に
実

施
し

，
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
正

し
い

知
識

を
普

及
す

る
こ

と
で

，
傾

聴
や

声
掛

け
な

ど
，

専
門

機
関

へ
の

つ
な

ぎ
の

前
に

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
フ

ァ
ー

ス
ト

エ
イ

ド
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
人

を
増

や
す

。

◆
「

高
知

市
自

殺
対

策
計

画
」

（
H

3
0

年
度

）
，

「
高

知
市

自
殺

対
策

計
画

～
見

直
し

追
加

版
～

」
（

R
４

年
度

）
に

基
づ

く
内

容
を

踏
ま

え
，

庁
内

関
係

部
署

と
連

携
し

た
取

組
を

引
き

続
き

実
施

し
，

R
６

年
度

中
に

改
訂

を
実

施
す

る
。

➤
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

養
成

研
修

を
全

市
職

員
や

委
託

先
職

員
等

，
支

援
機

関
の

職
員

を
対

象
に

実
施

し
，

身
近

な
所

で
心

の
変

調
を

感
じ

て
い

る
人

を
専

門
機

関
に

つ
な

げ
る

役
割

が
で

き
る

人
を

増
や

す
。

➤
「

こ
こ

ろ
の

体
温

計
」

の
周

知
を

進
め

，
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

を
呼

び
か

け
る

と
と

も
に

，
相

談
窓

口
を

周
知

す
る

。
➤

働
く

人
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

研
修

も
継

続
し

て
実

施
す

る
。

◆
多

く
の

市
民

の
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り

に
つ

い
て

，
健

康
イ

ベ
ン

ト
と

連
動

さ
せ

な
が

ら
普

及
啓

発
し

て
い

く
。

◆
暮

ら
し

向
き

が
苦

し
い

人
に

対
し

て
は

，
生

活
支

援
相

談
セ

ン
タ

ー
等

と
連

携
し

て
支

援
す

る
と

と
も

に
，

自
殺

・
う

つ
病

対
策

の
一

環
と

し
て

普
及

啓
発

し
て

い
く

。

3
)食

を
通

じ
た

健
康

支
援

◆
庁

内
関

係
部

署
で

構
成

す
る

食
育

推
進

委
員

会
を

中
心

に
関

係
団

体
や

庁
内

関
係

課
と

連
携

し
食

を
通

じ
た

健
康

支
援

を
実

施
し

て
い

る
。

（
や

る
ぞ

ね
っ

と
登

録
団

体
同

士
の

協
働

に
よ

る
，

若
い

世
代

を
対

象
と

し
た

食
育

活
動

の
展

開
等

）

◆
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

，
健

康
的

な
食

習
慣

（
朝

食
摂

取
，

栄
養

バ
ラ

ン
ス

，
野

菜
摂

取
，

減
塩

等
）

に
関

す
る

普
及

啓
発

，
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

る
。

＜
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

＞
➤

朝
食

を
欠

食
す

る
人

の
割

合
は

，
2

0
歳

代
・

3
0

歳
代

の
女

性
で

減
少

し
て

い
る

も
の

の
，

全
体

と
し

て
は

増
加

し
て

い
る

。
2

0
～

4
0

歳
代

の
男

性
の

欠
食

率
が

高
く

，
5

0
・

6
0

歳
代

で
は

男
女

と
も

に
欠

食
者

が
増

加
し

て
い

る
。

➤
暮

ら
し

向
き

が
苦

し
い

人
ほ

ど
「

主
食

，
主

菜
，

副
菜

」
の

３
つ

を
そ

ろ
え

て
食

べ
る

こ
と

が
で

き
て

お
ら

ず
，

経
済

格
差

が
栄

養
バ

ラ
ン

ス
に

大
き

く
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

。
➤

塩
分

や
野

菜
の

摂
取

に
関

す
る

知
識

と
し

て
，

そ
の

目
標

値
を

知
っ

て
い

る
市

民
の

割
合

は
，

男
性

よ
り

女
性

の
方

が
高

い
も

の
の

，
全

体
的

に
認

知
度

が
ま

だ
低

い
現

状
が

あ
る

。

◆
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

か
ら

食
生

活
改

善
推

進
員

の
活

動
自

体
に

制
約

が
生

じ
た

た
め

，
支

援
を

十
分

に
行

う
こ

と
が

で
き

な
い

状
況

も
あ

っ
た

。
制

約
が

あ
り

な
が

ら
も

，
可

能
な

限
り

，
食

生
活

改
善

推
進

員
の

活
動

活
性

化
に

向
け

，
新

規
推

進
員

を
養

成
し

，
新

規
養

成
者

の
地

区
活

動
参

加
に

む
け

推
進

員
活

動
の

継
続

に
向

け
た

支
援

を
行

う
こ

と
は

で
き

た
。

◆
R

５
年

度
策

定
予

定
の

「
第

４
次

高
知

市
食

育
推

進
計

画
」

の
方

向
性

を
踏

ま
え

，
関

係
団

体
や

庁
内

関
係

各
部

署
と

連
携

し
た

取
組

を
実

施
す

る
。

◆
幅

広
い

世
代

を
対

象
に

，
健

康
的

な
食

習
慣

（
朝

食
摂

取
，

栄
養

バ
ラ

ン
ス

，
野

菜
摂

取
，

減
塩

等
）

に
関

す
る

普
及

啓
発

，
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

く
。

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

イ
ベ

ン
ト

，
食

生
活

改
善

推
進

員
活

動
と

の
連

携
等

）

◆
感

染
症

等
に

よ
る

活
動

制
約

も
考

慮
し

つ
つ

，
食

生
活

改
善

推
進

員
活

動
の

継
続

，
活

性
化

に
向

け
た

支
援

を
し

て
い

く
。

 ま
た

，
学

校
や

自
主

防
災

組
織

等
と

協
力

し
，

地
域

に
根

ざ
し

た
活

動
の

強
化

に
向

け
た

支
援

を
し

て
い

く
。
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＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
の

方
策

＞

＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

の
方

策
＞

Ⅰ 　 生 涯 を 通 じ て “ 健 康 な 生 活 ” が で き る ま ち

4
)歯

と
口

の
健

康
づ

く
り

　
　

　
　

★
重

点
施

策

◆
口

腔
保

健
支

援
セ

ン
タ

ー
は

庁
内

や
関

係
機

関
へ

の
支

援
を

毎
年

2
0

0
件

以
上

行
っ

て
い

る
。

フ
ッ

化
物

洗
口

支
援

に
つ

い
て

は
特

に
重

点
的

に
行

っ
て

お
り

関
係

機
関

や
庁

内
関

係
部

署
等

の
フ

ッ
化

物
洗

口
実

施
に

向
け

て
の

協
力

体
制

が
広

が
っ

て
い

る
。

◆
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

取
組

➤
学

童
期

（
1

2
歳

児
）

の
む

し
歯

の
あ

る
も

の
の

割
合

は
減

少
し

，
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
中

学
校

は
ま

だ
取

組
が

不
十

分
で

あ
る

。
➤

小
学

生
，

中
学

生
を

対
象

に
，

高
知

学
園

短
期

大
学

学
生

に
よ

る
歯

肉
炎

予
防

の
取

組
を

行
っ

て
お

り
，

口
呼

吸
や

か
む

こ
と

に
つ

い
て

も
講

話
の

中
に

盛
り

込
ん

で
い

る
。

学
童

期
（

中
学

生
）

の
歯

肉
に

所
見

の
あ

る
も

の
の

割
合

は
減

少
し

て
い

る
が

，
目

標
は

達
成

し
て

い
な

い
。

➤
成

人
期

で
は

，
生

活
習

慣
病

予
防

と
連

携
し

歯
周

病
予

防
と

か
む

こ
と

の
大

切
さ

を
啓

発
し

て
い

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

結
果

，
1

年
間

に
歯

科
検

診
を

受
け

た
割

合
は

，
男

性
は

2
0

歳
代

，
3

0
歳

代
，

6
0

歳
代

，
女

性
は

2
0

歳
代

，
5

0
歳

代
，

6
0

歳
代

が
増

加
し

て
い

る
。

ゆ
っ

く
り

よ
く

か
ん

で
食

事
を

す
る

人
の

割
合

は
増

加
し

た
が

，
目

標
は

達
成

し
て

い
な

い
。

➤
歯

周
病

と
全

身
疾

患
の

関
連

に
つ

い
て

は
，

広
く

普
及

啓
発

を
し

て
き

た
。

す
べ

て
増

加
は

し
て

い
る

が
，

糖
尿

病
，

肺
炎

，
妊

娠
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

，
目

標
は

達
成

し
て

い
な

い
。

妊
娠

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
男

性
は

減
少

し
て

い
る

。
➤

口
の

機
能

の
育

成
に

つ
い

て
は

，
健

診
や

相
談

の
場

で
の

食
べ

方
の

指
導

や
保

育
園

等
の

職
員

対
象

の
研

修
会

を
実

施
し

て
い

る
が

，
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
，

3
歳

児
で

「
早

食
い

」
「

よ
く

か
ま

な
い

」
「

食
べ

物
を

口
か

ら
出

す
」

「
口

に
た

め
る

」
と

回
答

し
た

割
合

は
減

少
し

て
い

る
。

高
知

学
園

短
期

大
学

学
生

の
指

導
や

児
童

ク
ラ

ブ
で

の
健

康
講

座
で

口
の

体
操

に
つ

い
て

の
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

る
が

，
食

育
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
，

小
学

生
が

1
1

％
，

中
学

生
が

8
.9

%
実

施
し

て
い

る
。

➤
口

の
機

能
の

維
持

・
向

上
に

つ
い

て
は

，
マ

ス
ク

生
活

に
よ

る
口

の
衰

え
を

予
防

す
る

た
め

，
成

人
期

以
降

を
対

象
に

，
よ

く
か

む
こ

と
，

口
の

体
操

に
つ

い
て

の
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

結
果

，
4

0
歳

代
以

上
の

何
で

も
か

ん
で

食
べ

る
こ

と
が

で
き

る
人

の
割

合
は

増
加

し
て

い
る

。
➤

高
知

市
歯

科
医

師
会

委
託

で
医

歯
薬

連
携

推
進

事
業

を
行

っ
て

い
る

が
，

連
携

に
つ

な
が

る
ツ

ー
ル

等
の

検
討

や
連

携
の

た
め

の
研

修
会

等
を

継
続

し
て

お
り

，
医

歯
薬

関
係

者
が

歯
周

病
と

全
身

疾
患

の
関

係
に

つ
い

て
共

通
認

識
を

持
つ

こ
と

が
で

き
連

携
体

制
が

整
っ

て
き

て
い

る
。

◆
口

腔
保

健
支

援
セ

ン
タ

ー
機

能
の

充
実

を
図

り
，

き
め

細
か

な
支

援
を

心
掛

け
る

と
と

も
に

，
様

々
な

部
署

や
関

係
機

関
等

と
の

更
な

る
連

携
に

力
を

入
れ

社
会

環
境

整
備

に
取

組
ん

で
い

く
。

◆
歯

・
口

腔
の

健
康

が
関

わ
る

疾
病

の
予

防
・

重
症

化
予

防
の

た
め

に
，

生
涯

に
わ

た
る

歯
・

口
腔

の
健

康
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
➤

幼
児

期
か

ら
学

童
期

，
成

人
期

の
む

し
歯

を
予

防
す

る
た

め
，

フ
ッ

化
物

の
活

用
，

定
期

的
な

歯
科

受
診

の
必

要
性

を
普

及
啓

発
す

る
。

➤
小

中
学

校
の

歯
肉

炎
予

防
，

成
人

期
か

ら
の

重
度

化
予

防
の

た
め

に
，

歯
み

が
き

，
口

呼
吸

予
防

，
定

期
的

な
歯

科
受

診
の

必
要

性
を

普
及

啓
発

し
て

い
く

。
➤

乳
児

期
か

ら
の

口
腔

機
能

の
獲

得
，

幼
児

期
，

学
童

期
の

か
む

こ
と

，
口

呼
吸

等
の

悪
習

慣
改

善
の

た
め

の
取

組
を

強
化

す
る

。
➤

成
人

期
以

降
も

，
何

で
も

か
ん

で
食

べ
ら

れ
る

口
腔

機
能

の
維

持
，

向
上

の
た

め
に

オ
ー

ラ
ル

フ
レ

イ
ル

予
防

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

◆
口

腔
保

健
支

援
セ

ン
タ

ー
を

歯
科

口
腔

保
健

の
拠

点
と

し
た

庁
内

や
関

係
機

関
へ

の
支

援

◆
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

取
組

➤
保

育
所

，
学

校
等

で
の

フ
ッ

化
物

の
普

及
や

口
腔

衛
生

習
慣

の
確

立
に

向
け

た
継

続
し

た
支

援
➤

か
む

こ
と

の
大

切
さ

を
啓

発
➤

生
活

習
慣

病
予

防
と

連
携

し
た

歯
周

病
予

防
の

取
組

の
継

続
➤

口
の

機
能

の
育

成
・

維
持

・
向

上
の

支
援

➤
多

職
種

が
連

携
し

た
歯

科
保

健
の

取
組

5
)喫

煙
・

受
動

喫
煙

対
策

　
　

　
★

重
点

施
策

◆
R

２
年

度
に

健
康

増
進

法
が

改
正

さ
れ

，
義

務
違

反
や

受
動

喫
煙

の
相

談
対

応
や

，
チ

ラ
シ

や
広

報
紙

等
で

の
啓

発
を

行
っ

た
。

法
改

正
に

伴
い

，
飲

食
店

で
の

受
動

喫
煙

の
機

会
は

2
1

ポ
イ

ン
ト

減
少

し
て

い
る

。
受

動
喫

煙
の

場
所

の
割

合
は

，
家

庭
や

職
場

で
増

加
し

て
い

る
。

◆
妊

娠
・

育
児

期
の

受
動

喫
煙

対
策

に
つ

い
て

，
母

子
保

健
課

と
課

題
を

共
有

し
，

検
討

会
を

実
施

し
て

い
る

。

◆
未

成
年

者
が

た
ば

こ
を

吸
い

始
め

な
い

た
め

に
，

コ
ロ

ナ
禍

ま
で

は
，

禁
煙

サ
ポ

ー
タ

ー
と

共
に

防
煙

教
室

を
実

施
し

啓
発

に
取

り
組

ん
だ

。
R

4
年

度
は

防
煙

教
室

を
再

開
し

1
0

か
所

で
実

施
し

，
た

ば
こ

の
害

を
正

し
く

理
解

し
て

も
ら

っ
た

。
ま

た
，

学
校

保
健

と
の

課
題

共
有

も
行

い
，

今
後

の
連

携
に

つ
い

て
協

議
し

た
。

◆
禁

煙
し

た
い

人
が

禁
煙

で
き

る
よ

う
，

相
談

窓
口

の
周

知
や

啓
発

媒
体

の
工

夫
を

し
啓

発
を

行
っ

た
。

ま
た

，
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

目
標

の
一

つ
に

禁
煙

を
設

け
，

禁
煙

方
法

に
つ

い
て

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
で

市
民

が
禁

煙
に

取
り

組
む

き
っ

か
け

と
な

っ
た

が
，

参
加

者
数

は
少

数
で

あ
っ

た
。

＜
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

＞
➤

2
0

～
4

0
歳

代
の

喫
煙

率
は

男
女

と
も

低
下

し
て

い
る

。
5

0
歳

代
の

喫
煙

率
が

上
が

っ
て

い
る

。
ま

た
4

0
歳

代
以

降
は

た
ば

こ
を

や
め

た
い

と
思

う
人

も
割

合
は

特
に

男
性

で
増

加
し

て
い

る
。

や
め

た
い

と
考

え
る

人
へ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
逃

さ
な

い
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

➤
た

ば
こ

の
種

類
は

2
0

～
3

0
歳

代
は

加
熱

式
た

ば
こ

の
喫

煙
率

が
6

0
％

を
超

え
て

お
り

，
加

熱
式

た
ば

こ
に

関
す

る
健

康
被

害
に

つ
い

て
も

周
知

啓
発

を
し

て
い

く
必

要
性

が
あ

る
。

➤
暮

ら
し

向
き

が
大

変
苦

し
い

と
答

え
る

方
の

約
4

5
％

が
喫

煙
し

て
い

る
現

状
に

あ
る

。

◆
受

動
喫

煙
防

止
対

策
と

し
て

，
受

動
喫

煙
相

談
や

義
務

違
反

へ
の

対
応

を
引

き
続

き
行

う
。

家
庭

や
職

場
で

の
受

動
喫

煙
が

増
加

し
て

い
る

た
め

，
関

係
機

関
と

連
携

し
，

受
動

喫
煙

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

◆
 未

成
年

者
が

た
ば

こ
を

吸
い

始
め

な
い

よ
う

，
禁

煙
サ

ポ
ー

タ
ー

と
共

に
防

煙
教

室
の

実
施

を
推

進
し

て
い

く
。

ま
た

，
小

学
校

に
た

ば
こ

に
関

す
る

媒
体

の
貸

し
出

し
を

行
う

等
，

学
校

保
健

と
の

連
携

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
　

2
0

～
3

0
歳

代
と

若
い

世
代

に
加

熱
式

た
ば

こ
を

喫
煙

す
る

者
の

割
合

が
高

く
，

気
軽

に
喫

煙
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
，

そ
の

健
康

被
害

に
つ

い
て

も
，

未
成

年
の

時
期

を
含

め
た

防
煙

教
室

で
も

周
知

啓
発

す
る

必
要

が
あ

る
。

◆
禁

煙
サ

ポ
ー

タ
ー

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
を

実
施

し
，

た
ば

こ
の

害
や

禁
煙

支
援

に
つ

い
て

の
知

識
の

習
得

を
図

り
今

後
の

活
動

に
生

か
す

。

◆
禁

煙
支

援
と

し
て

，
喫

煙
に

よ
る

健
康

影
響

や
禁

煙
方

法
等

の
情

報
提

供
，

相
談

支
援

，
相

談
先

の
周

知
等

を
引

き
続

き
行

っ
て

い
く

。
特

に
男

性
で

は
4

0
～

5
0

歳
代

に
禁

煙
希

望
者

が
多

か
っ

た
た

め
，

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
禁

煙
支

援
が

行
え

る
よ

う
，

情
報

提
供

や
相

談
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

◆
国

の
受

動
喫

煙
防

止
に

関
す

る
法

規
制

の
整

備
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
，

受
動

喫
煙

を
防

止
す

る
環

境
整

備
を

進
め

る
。

◆
子

ど
も

の
こ

ろ
か

ら
喫

煙
に

よ
る

健
康

被
害

等
正

し
い

知
識

を
学

ぶ
機

会
の

提
供

を
行

い
，

た
ば

こ
を

吸
い

始
め

な
い

取
り

組
み

や
，

禁
煙

サ
ポ

ー
タ

ー
等

に
よ

る
受

動
喫

煙
防

止
の

啓
発

を
推

進
す

る
。

◆
禁

煙
希

望
者

が
禁

煙
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
禁

煙
治

療
に

関
す

る
情

報
提

供
の

継
続

と
チ

ャ
レ

ン
ジ

目
標

に
禁

煙
を

掲
げ

る
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
市

民
へ

の
浸

透
を

図
る

。
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Ⅰ
－

２
　

病
気

に
早

く
気

づ
き

，
適

切
な

指
導

や
治

療
が

受
け

ら
れ

る
ま

ち

1
)生

活
習

慣
病

(が
ん

・
循

環
器

疾
患

・
糖

尿
病

)対
策

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
 　

★
重

点
施

策
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

の
方

策
＞

◆
健

診
等

➤
国

民
健

康
保

険
の

特
定

健
診

，
特

定
保

健
指

導
，

重
症

化
予

防
事

業
は

保
険

医
療

課
に

移
行

し
，

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

計
画

に
基

づ
き

実
施

し
て

い
る

。
健

康
増

進
課

は
健

診
の

受
診

勧
奨

や
，

生
活

習
慣

の
改

善
に

つ
い

て
の

周
知

啓
発

等
の

ポ
ピ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

ロ
ー

チ
を

実
施

し
た

。
➤

保
険

者
に

よ
る

健
康

診
査

の
対

象
と

な
ら

な
い

生
活

保
護

等
受

給
者

が
対

象
の

健
康

増
進

法
健

診
に

つ
い

て
は

，
R

２
年

度
か

ら
福

祉
管

理
課

と
連

携
し

，
対

象
者

へ
の

受
診

勧
奨

を
実

施
し

た
。

➤
2

0
～

3
9

歳
の

女
性

を
対

象
に

，
女

性
健

診
（

基
本

健
診

，
子

宮
頸

が
ん

検
診

，
歯

科
健

診
）

を
実

施
し

，
子

育
て

世
代

へ
向

け
て

積
極

的
に

受
診

勧
奨

を
し

た
。

ま
た

，
健

診
結

果
に

基
づ

く
健

診
結

果
説

明
会

を
実

施
し

た
。

◆
が

ん
対

策
➤

受
診

率
向

上
の

た
め

，
国

や
県

の
補

助
事

業
を

活
用

し
，

受
診

勧
奨

は
が

き
や

乳
が

ん
子

宮
頸

が
ん

検
診

（
無

料
ク

ー
ポ

ン
券

・
個

別
受

診
券

）
の

一
斉

発
送

や
特

定
健

診
と

セ
ッ

ト
し

た
集

団
検

診
を

引
き

続
き

実
施

し
た

。
ま

た
，

従
来

の
電

話
申

込
の

み
だ

っ
た

方
法

を
変

更
し

，
集

団
検

診
の

郵
送

で
の

申
込

や
，

持
参

に
よ

る
大

腸
が

ん
検

診
の

w
e
b
申

込
な

ど
を

開
始

し
た

。
➤

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

結
果

，
す

べ
て

の
種

目
で

受
診

率
が

向
上

し
，

一
部

の
種

目
で

は
目

標
の

5
0

％
を

達
成

し
て

い
る

。
➤

精
密

検
査

未
受

診
者

に
つ

い
て

は
，

未
受

診
者

に
対

し
結

果
確

認
票

を
送

付
し

受
診

勧
奨

を
行

っ
て

い
る

が
，

精
密

検
査

受
診

率
は

依
然

目
標

値
に

達
し

て
い

な
い

。
➤

喫
煙

・
受

動
喫

煙
対

策
担

当
と

連
携

し
，

喫
煙

が
が

ん
の

リ
ス

ク
要

因
に

な
る

こ
と

の
啓

発
を

行
っ

た
。

◆
生

活
習

慣
病

予
防

に
関

す
る

協
議

会
で

高
知

市
の

健
康

課
題

や
シ

ス
テ

ム
上

の
課

題
の

共
有

を
行

い
，

課
題

解
決

に
向

け
て

協
働

し
て

い
く

た
め

の
協

議
を

重
ね

て
き

た
。

◆
健

診
等

➤
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

，
国

民
健

康
保

険
の

「
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
計

画
」

等
と

連
携

し
た

受
診

率
の

向
上

や
健

康
づ

く
り

の
啓

発
を

進
め

て
い

く
。

➤
健

康
増

進
法

健
診

に
つ

い
て

は
，

受
診

勧
奨

チ
ラ

シ
や

健
康

だ
よ

り
の

配
布

，
面

談
時

の
個

別
勧

奨
に

よ
り

，
健

診
の

周
知

及
び

受
診

率
向

上
の

た
め

の
啓

発
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

➤
女

性
健

診
の

受
診

勧
奨

と
健

診
結

果
に

基
づ

く
結

果
説

明
会

を
継

続
す

る
。

◆
が

ん
対

策
➤

が
ん

検
診

未
受

診
理

由
な

ど
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
や

，
国

や
県

の
補

助
制

度
を

活
用

し
，

引
き

続
き

効
果

的
な

受
診

勧
奨

を
行

う
。

➤
精

密
検

査
未

受
診

者
に

つ
い

て
は

，
ナ

ッ
ジ

※
を

活
用

し
た

結
果

確
認

票
を

送
付

し
，

未
提

出
者

に
は

再
通

知
を

行
う

な
ど

，
目

標
値

達
成

の
た

め
に

対
策

を
強

化
す

る
。

➤
集

団
検

診
会

場
で

，
た

ば
こ

が
身

体
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
，

チ
ラ

シ
や

パ
ネ

ル
を

展
示

し
啓

発
す

る
。

◆
集

団
検

診
会

場
や

健
康

講
座

，
イ

ベ
ン

ト
等

で
，

自
身

の
健

康
状

態
に

関
心

を
持

つ
こ

と
や

健
診

を
受

け
る

こ
と

の
重

要
性

，
糖

尿
病

・
高

血
圧

等
の

生
活

習
慣

病
予

防
の

た
め

の
具

体
的

な
生

活
改

善
の

方
法

に
つ

い
て

広
く

周
知

し
て

い
く

。

◆
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
普

及
や

生
活

習
慣

改
善

に
取

り
組

め
る

環
境

づ
く

り
に

つ
い

て
，

生
活

習
慣

病
予

防
に

関
す

る
協

議
会

で
検

討
を

重
ね

て
し

て
い

く
。

　
※

ナ
ッ

ジ
（

行
動

科
学

の
一

概
念

で
，

相
手

の
意

思
決

定
の

癖
を

利
用

し
て

行
動

変
容

を
促

す
も

の
）

◆
特

定
健

診
➤

受
診

率
向

上
を

図
る

と
と

も
に

，
市

民
が

健
（

検
）

診
結

果
を

健
康

づ
く

り
や

生
活

習
慣

病
の

発
症

や
重

症
化

予
防

に
活

用
で

き
る

よ
う

，
医

療
保

険
者

等
関

係
機

関
と

協
働

に
よ

る
啓

発
や

医
療

機
関

と
連

携
し

た
保

健
指

導
等

の
取

り
組

み
を

強
化

し
て

い
く

。

◆
が

ん
対

策
➤

国
や

県
の

動
向

に
合

わ
せ

な
が

ら
が

ん
検

診
受

診
率

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

を
継

続
す

る
。

➤
精

密
検

査
未

受
診

者
へ

の
対

策
を

強
化

す
る

。
➤

が
ん

予
防

の
視

点
か

ら
，

が
ん

の
リ

ス
ク

要
因

と
し

て
大

き
い

喫
煙

対
策

に
も

取
り

組
む

。

◆
生

活
習

慣
の

改
善

の
た

め
の

行
動

を
起

こ
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
普

及
や

生
活

習
慣

の
改

善
に

取
り

組
め

る
環

境
づ

く
り

を
目

指
し

，
生

活
習

慣
病

予
防

に
関

す
る

協
議

会
で

検
討

し
な

が
ら

，
関

係
機

関
と

協
働

に
よ

る
取

組
を

進
め

る
。
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2
)自

殺
・

う
つ

病
対

策
の

推
進

◆
H

3
0

年
度

に
作

成
し

た
「

高
知

市
自

殺
対

策
計

画
」

は
，

庁
内

の
様

々
な

機
関

が
参

加
す

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
策

定
し

，
R

４
年

度
に

は
「

高
知

市
自

殺
対

策
計

画
～

中
間

見
直

し
追

加
版

～
」

を
策

定
し

た
。

➤
市

民
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

の
際

に
は

，
こ

こ
ろ

の
健

康
に

関
す

る
相

談
窓

口
に

つ
な

が
る

「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
（

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

か
ら

簡
単

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
チ

ェ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
）

の
チ

ラ
シ

や
カ

ー
ド

を
配

布
し

，
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

を
普

及
す

る
と

と
も

に
，

相
談

窓
口

を
周

知
し

て
い

る
。

「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
の

ア
ク

セ
ス

数
は

年
々

増
加

し
，

R
４

年
度

は
5

5
,0

0
2

回
，

新
規

相
談

も
増

加
し

て
い

る
。

➤
市

民
に

接
す

る
機

会
の

多
い

市
職

員
，

委
託

先
職

員
だ

け
で

な
く

，
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
職

員
に

も
研

修
対

象
を

拡
大

し
，

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
養

成
研

修
を

実
施

し
て

い
る

。
➤

暮
ら

し
向

き
が

苦
し

い
人

と
感

じ
て

い
る

方
に

対
し

て
は

，
生

活
支

援
相

談
セ

ン
タ

ー
，

福
祉

課
と

連
携

し
て

支
援

し
て

い
る

。
➤

働
く

人
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

研
修

を
依

頼
に

応
じ

て
実

施
し

て
い

る
。

➤
若

者
の

自
殺

に
対

し
て

は
，

養
護

教
諭

等
と

具
体

的
な

連
携

は
ま

だ
検

討
で

き
て

い
な

い
。

◆
H

2
7

年
度

か
ら

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
面

接
に

よ
り

，
産

後
う

つ
な

ど
の

精
神

不
調

を
き

た
し

や
す

い
妊

婦
を

早
期

に
把

握
し

，
妊

娠
中

ま
た

は
産

後
す

ぐ
に

支
援

に
つ

な
が

る
よ

う
取

り
組

ん
で

い
る

。

◆
赤

ち
ゃ

ん
誕

生
お

め
で

と
う

訪
問

の
際

に
エ

ジ
ン

バ
ラ

産
後

う
つ

病
質

問
票

を
導

入
し

，
産

後
う

つ
の

早
期

発
見

・
予

防
に

努
め

て
い

る
。

＜
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

＞
➤

1
6

.7
％

の
方

が
心

理
的

苦
痛

を
感

じ
て

い
る

と
回

答
し

，
H

2
9

年
度

の
健

康
づ

く
り

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
4

.5
％

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
，

心
理

的
苦

痛
を

感
じ

て
い

る
方

で
は

，
自

覚
的

健
康

感
が

よ
く

な
い

と
感

じ
て

い
る

方
，

暮
ら

し
向

き
が

苦
し

い
と

答
え

た
方

の
割

合
が

高
く

み
ら

れ
た

。
➤

自
覚

的
健

康
感

が
「

よ
く

な
い

」
傾

向
に

あ
る

ほ
ど

，
睡

眠
時

間
が

５
時

間
未

満
の

割
合

が
増

え
た

。
➤

全
国

と
比

較
し

て
，

誰
か

に
悩

み
を

相
談

し
た

り
助

け
を

求
め

た
り

す
る

こ
と

に
た

め
ら

い
を

感
じ

る
割

合
は

低
か

っ
た

。

◆
「

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
」

と
項

目
を

一
つ

に
し

て
進

め
て

い
く

。

◆
新

た
に

心
の

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
研

修
を

住
民

対
象

に
実

施
し

，
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
正

し
い

知
識

を
普

及
す

る
こ

と
で

，
傾

聴
や

声
掛

け
な

ど
，

専
門

機
関

へ
の

つ
な

ぎ
の

前
に

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
フ

ァ
ー

ス
ト

エ
イ

ド
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
人

を
増

や
す

。

◆
「

高
知

市
自

殺
対

策
計

画
」

（
H

3
0

年
度

）
，

「
高

知
市

自
殺

対
策

計
画

～
見

直
し

追
加

版
～

」
（

R
４

年
度

）
に

基
づ

く
内

容
を

踏
ま

え
，

庁
内

関
係

部
署

と
連

携
し

た
取

組
を

引
き

続
き

実
施

し
，

R
６

年
度

中
に

改
定

を
実

施
す

る
。

➤
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

養
成

研
修

を
全

市
職

員
や

委
託

先
職

員
等

，
支

援
機

関
の

職
員

を
対

象
に

実
施

し
，

身
近

な
所

で
心

の
変

調
を

感
じ

て
い

る
人

を
専

門
機

関
に

つ
な

げ
る

役
割

が
で

き
る

人
を

増
や

す
。

➤
「

こ
こ

ろ
の

体
温

計
」

の
周

知
を

進
め

，
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

を
呼

び
か

け
る

と
と

も
に

，
相

談
窓

口
を

周
知

す
る

。
➤

働
く

人
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

研
修

も
継

続
し

て
実

施
す

る
。

➤
2

0
歳

未
満

の
子

ど
も

や
若

者
に

対
し

て
，

関
係

機
関

と
連

携
し

，
S

O
S

の
出

し
方

に
関

す
る

教
育

や
相

談
窓

口
の

普
及

啓
発

を
進

め
る

。
➤

高
齢

者
や

介
護

者
へ

の
支

援
を

進
め

，
自

殺
念

慮
者

や
自

殺
未

遂
者

等
の

事
例

が
あ

っ
た

際
に

は
，

関
係

機
関

と
事

例
検

討
を

行
い

，
迅

速
に

適
切

な
対

応
が

で
き

る
仕

組
み

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
➤

働
く

人
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

研
修

も
継

続
し

て
実

施
す

る
。

◆
妊

娠
中

や
産

後
に

は
精

神
不

調
を

き
た

し
た

り
，

増
悪

す
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
，

支
援

の
必

要
な

人
を

早
期

に
把

握
し

，
適

正
な

ケ
ア

の
提

供
が

で
き

る
よ

う
，

引
き

続
き

母
子

保
健

分
野

と
精

神
保

健
分

野
で

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

◆
自

殺
は

多
様

か
つ

複
合

的
な

原
因

・
背

景
を

有
す

る
も

の
で

あ
り

，
う

つ
病

の
早

期
発

見
・

早
期

治
療

を
始

め
と

す
る

こ
こ

ろ
の

問
題

だ
け

で
な

く
，

そ
れ

と
複

雑
に

絡
み

合
っ

て
い

る
社

会
的

要
因

を
含

め
た

様
々

な
問

題
へ

の
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
。

➤
庁

内
関

係
部

署
の

代
表

者
に

よ
る

協
議

会
の

設
置

➤
関

係
機

関
へ

の
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

養
成

研
修

の
実

施
➤

働
き

盛
り

の
世

代
に

対
し

，
産

業
保

健
分

野
と

の
連

携
➤

若
者

の
自

殺
に

対
し

，
養

護
教

諭
等

と
の

連
携

の
検

討

◆
妊

娠
期

や
産

後
は

母
子

保
健

分
野

と
精

神
保

健
分

野
で

連
携

し
た

取
組

を
継

続
し

，
適

切
な

時
期

に
必

要
な

支
援

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
連

携
し

て
い

く
。
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Ⅰ 　 生 涯 を 通 じ て “ 健 康 な 生 活 ” が で き る ま ち

3
)ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

◆
様

々
な

年
代

に
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

の
情

報
提

供
を

行
う

た
め

，
い

き
い

き
健

康
チ

ャ
レ

ン
ジ

や
保

健
指

導
，

地
域

で
の

健
康

講
座

な
ど

を
通

し
て

，
適

正
飲

酒
や

休
肝

日
を

設
け

る
生

活
習

慣
づ

く
り

，
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
つ

い
て

啓
発

を
行

っ
た

。

◆
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
，

生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
人

の
割

合
は

，
H

2
9

年
度

と
比

べ
て

2
0

歳
代

で
は

減
少

し
て

い
る

が
，

男
性

で
は

4
0

～
6

0
歳

代
で

，
女

性
で

は
3

0
～

6
0

歳
代

で
増

加
し

て
い

た
。

◆
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

健
康

障
害

の
当

事
者

や
家

族
か

ら
の

相
談

を
受

け
，

治
療

や
回

復
支

援
機

関
に

つ
な

げ
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

◆
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

対
策

連
絡

協
議

会
や

ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
・

薬
物

関
連

問
題

関
係

者
会

議
に

参
加

し
て

い
る

。

◆
様

々
な

年
代

に
応

じ
た

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
の

情
報

提
供

を
行

う
た

め
，

い
き

い
き

健
康

チ
ャ

レ
ン

ジ
や

健
診

な
ど

の
保

健
指

導
，

地
域

や
職

域
で

の
健

康
講

座
，

関
係

機
関

と
連

携
す

る
な

ど
し

，
適

正
飲

酒
や

休
肝

日
な

ど
の

生
活

習
慣

づ
く

り
，

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

く
。

◆
相

談
，

治
療

，
回

復
に

至
る

ま
で

切
れ

目
な

く
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

体
制

が
構

築
で

き
る

よ
う

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

◆
県

の
動

向
も

踏
ま

え
な

が
ら

，
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

を
推

進
す

る
。

◆
各

年
代

に
応

じ
た

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
の

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
，

相
談

・
治

療
・

回
復

に
至

る
ま

で
に

切
れ

目
な

く
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

体
制

を
構

築
で

き
る

よ
う

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

る
。

4
)か

か
り

つ
け

医
・

か
か

り
つ

け
歯

科
医

・
か

か
り

つ
け

薬
局

の
啓

発

◆
各

種
健

康
診

査
や

健
康

教
育

の
場

，
健

診
結

果
説

明
会

な
ど

の
保

健
指

導
の

場
を

通
じ

て
か

か
り

つ
け

医
・

か
か

り
つ

け
薬

局
・

か
か

り
つ

け
歯

科
医

の
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

◆
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
，

か
か

り
つ

け
医

の
い

る
割

合
は

，
H

2
9

年
度

と
比

べ
て

全
体

で
は

男
女

と
も

に
や

や
減

少
し

て
い

る
が

，
若

い
世

代
は

増
加

し
て

い
た

。
か

か
り

つ
け

薬
局

，
か

か
り

つ
け

歯
科

医
は

減
少

し
て

い
る

年
代

も
あ

る
が

，
全

体
で

は
増

加
し

て
い

た
。

◆
生

活
習

慣
病

予
防

に
関

す
る

協
議

会
，

口
腔

保
健

検
討

会
な

ど
健

康
に

関
わ

る
協

議
の

場
に

医
師

会
・

歯
科

医
師

会
・

薬
剤

師
会

か
ら

も
委

員
と

し
て

参
画

い
た

だ
く

こ
と

で
，

市
民

の
健

康
づ

く
り

の
た

め
の

連
携

体
制

が
構

築
さ

れ
て

き
て

い
る

。
　

医
歯

薬
連

携
推

進
事

業
に

お
い

て
は

，
か

か
り

つ
け

医
・

歯
科

医
・

薬
局

が
連

携
し

「
口

か
ら

全
身

の
健

康
管

理
」

に
つ

な
が

る
よ

う
連

携
の

仕
組

み
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

き
た

。

◆
今

後
も

，
各

種
健

診
・

保
健

指
導

や
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

事
業

や
協

議
会

を
通

じ
，

医
師

会
・

歯
科

医
師

会
・

薬
剤

師
会

と
連

携
し

，
市

民
が

健
康

に
つ

い
て

気
軽

に
相

談
で

き
る

地
域

の
窓

口
と

な
る

よ
う

，
か

か
り

つ
け

医
・

歯
科

医
・

薬
局

の
普

及
啓

発
を

行
い

，
市

民
が

自
然

に
健

康
で

暮
ら

せ
る

あ
た

り
ま

え
な

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

◆
医

師
会

・
歯

科
医

師
会

・
薬

剤
師

会
と

の
連

携
の

も
と

，
啓

発
を

行
う

。
健

診
受

診
を

機
会

に
か

か
り

つ
け

医
を

持
ち

，
健

康
管

理
の

大
切

さ
の

啓
発

，
医

歯
薬

連
携

推
進

事
業

を
通

じ
て

か
か

り
つ

け
医

・
歯

科
医

・
薬

局
の

連
携

を
強

化
し

，
「

口
か

ら
全

身
の

健
康

管
理

」
を

行
う

こ
と

の
重

要
性

の
啓

発
，

高
知

家
健

康
づ

く
り

薬
局

の
啓

発
と

併
せ

，
か

か
り

つ
け

薬
局

を
も

つ
こ

と
の

重
要

性
や

お
薬

手
帳

の
活

用
を

啓
発

し
て

い
く

。

Ⅰ
－

３
　

障
が

い
や

病
気

が
あ

っ
て

も
，

そ
の

人
ら

し
く

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

1
)精

神
障

害
の

あ
る

人
へ

の
支

援
　

　
★

重
点

施
策

◆
「

誰
も

が
地

域
で

あ
た

り
ま

え
に

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
高

知
市

」
を

め
ざ

し
て

H
2

7
年

度
か

ら
地

域
移

行
･
地

域
定

着
支

援
の

取
組

を
開

始
し

，
地

域
移

行
支

援
の

利
用

者
数

の
目

標
値

に
は

達
し

て
い

な
い

が
，

仕
組

み
は

で
き

た
。

➤
保

健
，

医
療

，
福

祉
，

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
と

協
働

し
て

地
域

移
行

・
地

域
定

着
を

進
め

，
H

2
8

年
度

に
は

２
件

だ
っ

た
地

域
移

行
支

援
の

個
別

給
付

が
，

H
3

0
年

度
～

R
４

年
度

の
累

計
で

は
6

4
件

に
な

っ
た

。

◆
精

神
障

害
者

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

す
す

め
る

。
➤

医
療

機
関

や
地

域
の

関
係

者
と

連
携

し
て

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
，

精
神

障
害

者
の

地
域

移
行

・
地

域
定

着
の

個
別

給
付

が
増

加
す

る
仕

組
み

は
で

き
て

い
る

。
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

と
院

内
説

明
会

等
の

活
動

拡
大

を
目

指
し

，
個

別
給

付
数

の
増

加
を

目
指

す
。

➤
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
支

援
事

業
を

開
始

し
，

精
神

障
害

者
が

地
域

で
安

定
し

た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
を

目
指

す
。

➤
心

の
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

研
修

を
実

施
し

，
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

・
精

神
障

害
へ

の
正

し
い

知
識

を
普

及
す

る
こ

と
で

，
地

域
に

理
解

者
を

増
や

す
。

◆
保

健
・

医
療

・
福

祉
関

係
者

で
協

議
す

る
場

を
拡

大
す

る
こ

と
に

よ
り

，
退

院
可

能
な

精
神

障
害

者
が

退
院

し
て

地
域

で
そ

の
人

ら
し

い
生

活
を

実
現

で
き

る
仕

組
み

を
つ

く
り

，
「

精
神

障
害

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
」

を
め

ざ
す

。
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2
)難

病
患

者
へ

の
支

援

◆
特

定
医

療
費

支
給

認
定

新
規

申
請

受
付

業
務

は
，

年
々

増
加

し
て

い
る

。

◆
神

経
難

病
患

者
を

中
心

に
個

別
支

援
（

訪
問

・
来

所
・

電
話

）
を

実
施

し
て

い
る

。

◆
専

門
医

に
よ

る
難

病
相

談
や

学
習

会
を

実
施

す
る

こ
と

で
，

難
病

患
者

や
家

族
だ

け
で

な
く

，
支

援
者

に
つ

い
て

も
在

宅
生

活
に

必
要

な
医

学
的

助
言

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

る
。

◆
疾

患
や

福
祉

サ
ー

ビ
ス

，
こ

う
ち

難
病

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

（
高

知
県

委
託

事
業

）
，

患
者

会
等

の
情

報
提

供
を

実
施

し
て

い
る

。

◆
情

報
が

届
き

や
す

く
な

る
よ

う
に

，
難

病
患

者
が

利
用

で
き

る
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
ま

と
め

た
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成

し
，

新
規

申
請

受
付

の
際

等
に

配
布

し
て

い
る

。

◆
H

2
9

年
度

か
ら

，
難

病
対

策
地

域
協

議
会

を
設

置
し

て
い

る
。

◆
難

病
対

策
地

域
協

議
会

で
，

難
病

患
者

の
在

宅
療

養
上

の
課

題
を

関
係

支
援

者
と

と
も

に
協

議
し

て
い

く
。

◆
難

病
患

者
と

そ
の

家
族

が
，

適
切

な
情

報
を

必
要

な
時

期
に

得
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
関

係
機

関
と

連
携

し
て

取
組

ん
で

い
く

。

◆
難

病
患

者
が

安
心

し
て

安
定

し
た

日
常

生
活

を
過

ご
せ

る
た

め
の

必
要

な
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
努

め
る

と
と

も
に

，
関

係
部

署
，

他
機

関
と

の
連

携
を

図
る

。

3
)認

知
症

理
解

促
進

と
若

年
性

認
知

症
の

人
へ

の
支

援

◆
高

知
県

若
年

性
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
関

係
機

関
と

は
必

要
に

応
じ

て
連

携
を

と
り

支
援

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

◆
認

知
症

の
人

と
そ

の
家

族
を

対
象

に
し

た
「

交
流

会
」

や
認

知
症

カ
フ

ェ
も

実
施

さ
れ

て
お

り
，

必
要

な
方

を
つ

な
げ

ら
れ

る
体

制
を

と
っ

て
い

る
。

◆
認

知
症

理
解

促
進

に
関

し
て

は
，

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

関
連

事
業

は
，

R
3

年
度

以
降

は
健

康
増

進
課

か
ら

基
幹

型
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

業
務

移
管

を
し

継
続

実
施

し
て

い
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
，

住
民

を
集

め
て

の
講

座
を

実
施

す
る

の
が

困
難

な
状

況
に

あ
っ

た
が

，
企

業
か

ら
の

依
頼

は
年

々
増

加
傾

向
に

あ
る

。
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

研
修

に
関

し
て

は
，

研
修

か
ら

地
域

の
認

知
症

カ
フ

ェ
の

活
動

な
ど

に
つ

な
ぐ

活
動

等
も

実
施

し
て

い
た

が
，

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

も
あ

り
，

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

い
た

内
容

の
実

施
が

困
難

に
な

っ
た

。

◆
地

域
の

支
え

あ
い

の
活

動
に

関
し

て
は

，
全

国
的

に
活

動
さ

れ
て

い
る

若
年

性
認

知
症

当
事

者
に

講
師

を
依

頼
し

た
講

演
会

を
実

施
し

た
り

，
高

知
家

希
望

大
使

（
※

１
）

や
県

と
も

協
働

し
な

が
ら

研
修

企
画

や
支

援
体

制
に

つ
い

て
協

議
し

て
い

る
。

（
※

１
：

認
知

症
の

方
ご

本
人

か
ら

の
発

信
を

通
し

て
，

広
く

認
知

症
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
た

め
の

活
動

を
行

う
）

◆
個

別
事

例
へ

の
支

援
体

制
に

つ
い

て
，

関
係

部
署

・
機

関
と

相
談

支
援

の
体

制
を

整
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

◆
若

年
性

認
知

症
の

啓
発

に
つ

い
て

は
，

県
の

若
年

性
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
通

じ
る

な
ど

し
て

，
当

事
者

に
と

っ
て

必
要

な
情

報
を

発
信

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

◆
高

知
家

希
望

大
使

と
も

情
報

交
換

等
を

行
い

，
認

知
症

施
策

を
高

知
県

と
も

協
働

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
予

定
。

◆
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

受
講

し
た

人
の

中
か

ら
，

実
際

に
認

知
症

カ
フ

ェ
の

運
営

や
見

守
り

活
動

な
ど

地
域

で
活

動
実

践
で

き
る

人
材

育
成

と
支

援
体

制
づ

く
り

(チ
ー

ム
オ

レ
ン

ジ
）

に
努

め
る

。

◆
上

記
内

容
に

つ
い

て
基

幹
型

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

中
心

に
実

施
し

て
い

く
た

め
地

域
活

動
の

中
で

必
要

な
人

を
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
連

携
を

と
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

◆
高

知
県

が
配

置
し

て
い

る
若

年
性

認
知

症
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

の
連

携
等

，
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
づ

く
り

に
よ

る
個

別
支

援
の

充
実

，
交

流
会

等
の

集
い

の
場

づ
く

り
検

討
等

の
取

組
を

進
め

る
。

◆
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

と
理

解
促

進
の

た
め

，
地

域
・

企
業

等
広

く
サ

ポ
ー

タ
ー

講
座

の
周

知
を

行
う

。

◆
地

域
の

支
え

あ
い

の
活

動
が

広
が

る
取

組
を

，
庁

内
関

係
部

署
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
し

進
め

る
。
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＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

の
方

策
＞

Ⅱ 　 安 心 の 中 で 　 子 ど も が 健 や か に 生 ま れ 育 つ ま ち

Ⅱ
－

１
　

喜
び

を
も

っ
て

妊
娠

を
迎

え
，

安
心

し
て

出
産

で
き

る
ま

ち

1
)思

春
期

の
健

康
づ

く
り

【
次

世
代

の
健

康
】

◆
R

5
高

知
市

食
育

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

朝
食

を
「

ほ
と

ん
ど

毎
日

食
べ

る
」

割
合

が
，

小
学

生
で

は
H

3
0

 8
9

.1
%

　
→

 R
5

 9
2

.5
％

，
中

学
生

で
は

H
3

0
 7

8
.6

％
→

 R
5

 8
5

.6
％

と
改

善
し

て
い

る
も

の
の

，
小

学
生

・
中

学
生

と
も

，
就

寝
時

間
が

遅
い

ほ
ど

朝
食

の
欠

食
率

は
高

い
傾

向
に

あ
る

。

◆
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

，
学

童
期

の
歯

肉
炎

を
予

防
す

る
た

め
，

学
校

保
健

と
連

携
し

た
「

口
か

ら
は

じ
め

る
食

育
推

進
事

業
」

を
実

施
し

た
。

高
知

市
食

育
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

，
小

学
校

５
年

生
の

「
丁

寧
に

歯
を

磨
く

」
「

ゆ
っ

く
り

よ
く

か
ん

で
食

べ
る

」
割

合
が

増
加

し
て

い
る

が
，

R
４

年
度

高
知

市
学

校
歯

科
保

健
調

査
で

は
，

小
学

校
５

・
６

年
生

の
歯

肉
炎

の
割

合
は

ま
だ

ま
だ

高
い

結
果

と
な

っ
て

お
り

，
今

後
の

改
善

を
図

る
た

め
，

学
童

期
以

前
の

乳
幼

児
期

か
ら

の
取

組
が

重
要

と
な

っ
て

い
る

。

◆
高

知
県

の
1

0
代

の
人

工
妊

娠
中

絶
件

数
は

H
1

3
年

度
以

降
減

少
傾

向
に

あ
る

も
の

の
，

人
工

妊
娠

中
絶

実
施

率
（

女
子

人
口

千
対

）
は

H
2

7
年

度
は

全
国

5
.5

に
対

し
，

高
知

県
は

7
.6

で
ワ

ー
ス

ト
3

位
だ

っ
た

。
R

３
年

度
は

3
.8

で
全

国
８

位
に

順
位

を
下

げ
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
た

思
春

期
教

育
へ

の
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

，
望

ま
な

い
妊

娠
や

予
期

せ
ぬ

妊
娠

を
防

ぎ
，

将
来

の
妊

娠
の

た
め

の
健

康
管

理
に

関
す

る
情

報
提

供
を

推
進

す
る

な
ど

，
プ

レ
コ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

ケ
ア

に
関

す
る

体
制

整
備

も
必

要
で

あ
る

。

◆
年

度
初

め
の

養
護

教
諭

定
例

会
に

参
加

し
，

学
校

に
お

い
て

開
催

さ
れ

る
「

い
の

ち
の

教
室

」
等

授
業

に
対

し
て

，
人

的
・

物
的

支
援

を
行

っ
た

。
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
R

２
～

３
年

度
は

保
健

師
の

派
遣

が
0

回
（

H
3

1
年

度
実

績
5

回
）

で
あ

っ
た

が
，

R
4

年
度

は
物

的
支

援
1

5
か

所
延

べ
1

7
回

，
保

健
師

派
遣

4
回

実
施

し
た

。
こ

れ
ま

で
の

サ
ポ

ー
ト

授
業

の
依

頼
は

小
学

校
が

メ
イ

ン
だ

っ
た

が
，

若
年

出
産

・
人

工
妊

娠
中

絶
率

減
少

に
向

け
た

対
策

と
し

て
，

中
高

生
向

け
に

サ
ポ

ー
ト

授
業

を
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

今
後

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
知

県
助

産
師

会
・

産
婦

人
科

医
会

等
の

専
門

職
と

の
連

携
し

た
取

り
組

み
も

必
要

で
あ

る
。

◆
R

5
健

康
づ

く
り

ア
ン

ケ
ー

ト
（

3
健

用
）

で
は

，
「

性
教

育
へ

の
イ

メ
ー

ジ
」

と
し

て
9

4
.6

%
の

保
護

者
が

「
大

切
な

こ
と

だ
と

思
う

」
と

認
識

し
な

が
ら

，
子

ど
も

に
「

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

ゾ
ー

ン
」

に
つ

い
て

4
2

.3
%

が
伝

え
て

お
ら

ず
，

そ
の

理
由

と
し

て
4

5
.1

%
が

「
ど

の
よ

う
に

伝
え

る
か

分
か

ら
な

い
」

と
い

う
結

果
で

あ
っ

た
。

「
性

教
育

を
始

め
る

時
期

」
と

し
て

は
未

就
学

児
3

1
%

，
小

学
低

学
年

3
0

.4
%

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
結

果
か

ら
，

乳
幼

児
を

抱
え

る
保

護
者

が
「

性
教

育
の

必
要

性
を

認
識

し
て

い
て

も
，

そ
の

方
法

が
分

か
ら

な
い

」
と

い
う

現
状

が
あ

り
，

家
庭

内
で

の
性

教
育

の
実

践
に

つ
な

が
る

情
報

提
供

や
具

体
的

な
取

組
み

が
重

要
で

あ
る

。

◆
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

実
践

で
き

る
力

を
養

う
た

め
に

は
，

乳
幼

児
期

か
ら

の
働

き
か

け
が

必
要

で
あ

る
。

乳
幼

児
期

か
ら

の
普

及
啓

発
に

力
を

入
る

た
め

に
，

乳
幼

児
健

診
の

機
会

や
保

育
施

設
等

と
連

携
し

た
保

護
者

へ
の

啓
発

，
ま

た
，

学
校

保
健

等
と

連
携

し
，

自
分

の
健

康
に

関
す

る
正

し
い

知
識

や
行

動
，

次
世

代
に

つ
な

が
る

健
康

づ
く

り
の

推
進

に
取

り
組

む
。

◆
若

年
出

産
・

人
工

妊
娠

中
絶

率
減

少
に

向
け

た
対

策
と

し
て

，
子

ど
も

た
ち

が
性

や
妊

娠
に

関
す

る
正

し
い

知
識

や
行

動
を

実
践

し
，

大
切

に
さ

れ
て

き
た

生
命

で
あ

る
こ

と
，

自
分

自
身

を
大

切
に

し
て

自
分

の
健

康
は

自
ら

守
る

と
い

う
意

識
を

育
て

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

養
護

教
諭

や
高

知
県

助
産

師
会

，
高

知
県

思
春

期
保

健
相

談
セ

ン
タ

ー
等

と
連

携
し

て
，

小
中

高
生

向
け

の
サ

ポ
ー

ト
授

業
へ

の
人

的
・

物
的

支
援

等
を

行
っ

て
い

く
。

◆
望

ま
な

い
妊

娠
や

予
期

せ
ぬ

妊
娠

を
防

ぎ
，

将
来

の
妊

娠
の

た
め

の
健

康
管

理
に

関
す

る
情

報
提

供
を

推
進

す
る

た
め

，
若

い
世

代
を

対
象

に
プ

レ
コ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

ケ
ア

に
つ

い
て

啓
発

を
行

う
。

◆
幼

少
期

か
ら

の
正

し
い

性
に

つ
い

て
の

知
識

の
取

得
（

包
括

的
な

性
教

育
）

，
保

護
者

等
に

よ
る

性
を

含
め

た
身

体
へ

の
ケ

ア
等

に
つ

い
て

，
育

児
相

談
・

講
座

や
幼

児
健

診
等

の
場

面
を

通
じ

て
普

及
啓

発
し

て
い

く
。

◆
子

ど
も

た
ち

が
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

，
実

践
で

き
る

力
を

養
う

。

◆
大

切
に

さ
れ

て
き

た
生

命
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

，
自

分
自

身
を

大
切

に
し

て
自

分
の

健
康

は
自

ら
守

る
と

い
う

意
識

を
育

て
る

た
め

，
思

春
期

教
育

へ
の

支
援

を
行

う
。

◆
学

校
保

健
と

連
携

し
，

養
護

教
諭

へ
の

思
春

期
の

健
康

課
題

等
の

情
報

提
供

を
通

し
て

，
現

状
，

課
題

を
共

有
し

な
が

ら
，

思
春

期
保

健
の

取
り

組
み

の
必

要
性

に
つ

い
て

啓
発

に
取

り
組

む
。

◆
思

春
期

教
育

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

整
え

る
。

，
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＜
総

括
評

価
＞
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＜
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＜
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策
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Ⅱ 　 安 心 の 中 で  子 ど も が 健 や か に 生 ま れ 育 つ ま ち

2
)健

や
か

な
誕

生
へ

の
支

援
　

　
★

重
点

施
策

◆
H

2
7

年
度

か
ら

母
子

保
健

課
に

「
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

し
，

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
時

に
自

記
式

ア
ン

ケ
ー

ト
を

記
入

し
て

も
ら

い
，

そ
れ

に
基

づ
い

た
聞

き
取

り
面

接
を

開
始

し
た

。
週

1
回

妊
婦

支
援

検
討

会
を

行
い

，
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
婦

，
要

支
援

妊
婦

を
選

定
し

，
母

子
保

健
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
や

保
健

師
が

育
児

サ
ー

ビ
ス

の
情

報
提

供
や

母
体

管
理

の
た

め
の

保
健

指
導

，
関

係
機

関
と

連
携

し
た

育
児

支
援

体
制

の
構

築
に

向
け

て
の

支
援

を
展

開
し

て
い

る
。

◆
H

2
8

年
度

の
面

接
率

（
家

族
を

含
む

）
は

3
3

.5
％

.で
あ

っ
た

が
，

R
元

年
度

に
西

部
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

，
R

2
年

度
に

東
部

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

順
に

設
置

さ
れ

，
市

内
3

か
所

と
な

っ
た

R
3

年
４

月
か

ら
，

窓
口

セ
ン

タ
ー

で
の

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
を

終
了

し
，

母
子

手
帳

交
付

時
面

接
を

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

集
約

し
た

こ
と

で
，

面
接

率
（

家
族

を
含

む
）

は
1

0
0

％
に

達
し

，
支

援
が

必
要

な
妊

婦
へ

の
早

期
介

入
の

体
制

が
確

立
し

た
。

専
任

の
母

子
保

健
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
も

9
名

と
な

っ
て

い
る

。
R

4
年

度
に

は
，

北
部

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

設
置

さ
れ

，
市

内
の

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
は

4
か

所
と

な
り

，
現

在
は

，
妊

産
婦

や
乳

幼
児

の
身

近
な

相
談

場
所

と
し

て
，

広
く

周
知

で
き

る
よ

う
育

児
相

談
，

離
乳

食
教

室
，

パ
パ

マ
マ

教
室

な
ど

を
実

施
し

て
い

る
。

健
康

づ
く

り
ア

ン
ケ

ー
ト

(3
健

用
）

で
は

，
子

育
て

を
相

談
で

き
る

人
や

機
会

と
し

て
，

「
母

子
保

健
課

・
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

・
子

育
て

サ
ロ

ン
」

を
挙

げ
た

割
合

は
，

H
2

9
年

1
0

％
，

R
5

年
9

.5
％

で
あ

り
，

横
ば

い
で

あ
っ

た
。

今
後

，
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

た
周

知
及

び
，

情
報

提
供

の
方

法
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

◆
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
婦

や
要

支
援

妊
婦

に
つ

い
て

は
，

共
通

の
基

準
表

を
作

成
し

，
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

て
い

る
。

H
2

9
年

度
か

ら
R

4
年

度
ま

で
の

要
支

援
者

の
割

合
は

，
約

1
8

%
前

後
と

ほ
ぼ

一
定

で
あ

り
，

そ
の

理
由

の
上

位
を

，
未

入
籍

・
精

神
疾

患
・

支
援

者
不

足
・

経
済

不
安

の
社

会
的

要
因

が
占

め
て

い
る

。

◆
医

療
機

関
と

の
連

携
も

毎
月

の
定

例
会

や
継

続
看

護
連

絡
票

を
活

用
し

た
情

報
交

換
に

よ
り

実
施

で
き

て
い

る
，

継
続

看
護

連
絡

票
に

占
め

る
妊

婦
の

割
合

は
，

R
元

年
度

は
8

.5
%

だ
っ

た
が

R
2

年
度

9
.6

%
，

R
4

年
度

1
3

.7
%

と
増

加
傾

向
で

あ
る

。
妊

娠
期

か
ら

の
支

援
が

必
要

な
妊

婦
の

割
合

は
，

依
然

，
変

わ
ら

な
い

状
況

で
は

あ
る

も
の

の
，

母
子

手
帳

交
付

時
面

接
に

て
早

期
介

入
の

機
会

を
得

て
い

る
こ

と
で

，
支

援
体

制
を

早
期

に
構

築
す

る
こ

と
が

出
来

て
い

る
。

◆
R

4
年

度
末

か
ら

は
，

妊
産

婦
へ

の
経

済
的

な
支

援
と

伴
走

型
支

援
が

一
体

化
さ

れ
た

「
出

産
・

子
育

て
応

援
給

付
金

事
業

」
が

開
始

さ
れ

，
R

5
年

6
月

か
ら

妊
娠

8
か

月
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

，
妊

娠
後

期
の

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
必

要
な

妊
婦

へ
支

援
を

行
う

こ
と

と
な

っ
た

。
こ

れ
に

よ
り

，
多

様
な

課
題

を
抱

え
る

妊
娠

後
期

の
妊

婦
へ

の
介

入
の

機
会

も
増

え
，

相
談

体
制

と
支

援
体

制
が

さ
ら

に
拡

充
さ

れ
た

。

◆
低

出
生

体
重

児
出

生
率

（
出

生
百

対
）

は
，

本
市

H
2

7
年

～
H

3
1

年
の

5
年

間
の

平
均

値
9

.9
，

高
知

県
1

0
.1

，
全

国
9

.4
で

あ
る

。
R

3
年

で
は

，
全

国
9

.4
と

比
べ

て
高

知
市

1
0

.0
と

，
依

然
高

い
水

準
で

経
過

し
て

い
る

。
健

康
づ

く
り

ア
ン

ケ
ー

ト
(3

健
用

）
で

の
妊

娠
中

の
飲

酒
は

，
 H

2
9

年
度

9
.9

％
，

R
5

年
度

4
.7

%
と

減
少

し
て

い
る

。
ま

た
，

適
切

な
母

体
管

理
が

で
き

て
い

る
か

の
指

標
と

な
る

妊
婦

健
診

平
均

受
診

回
数

は
，

R
2

年
度

1
1

.5
回

，
R

3
年

度
1

2
回

，
R

4
年

度
1

1
.8

回
と

妊
婦

健
診

の
受

診
回

数
も

全
1

4
回

中
，

平
均

1
2

回
と

ほ
ぼ

受
診

で
き

て
い

る
。

し
か

し
，

飛
び

込
み

出
産

を
含

む
妊

娠
2

0
週

以
降

の
割

合
は

約
1

%
前

後
で

変
わ

ら
ず

，
適

正
な

母
体

管
理

が
で

き
て

い
る

と
は

い
え

な
い

.妊
婦

へ
の

啓
発

や
支

援
の

強
化

は
必

要
で

あ
る

。
H

2
8

年
度

か
ら

歯
周

病
予

防
に

よ
る

早
産

予
防

の
た

め
妊

婦
歯

科
健

診
を

実
施

し
て

い
る

。
受

診
率

は
Ｈ

3
1

年
度

3
2

.2
％

，
R

2
年

度
3

6
.7

％
，

R
3

年
度

4
0

.3
%

と
微

増
し

て
い

た
が

，
R

4
年

度
は

3
8

.4
％

と
減

少
し

た
。

健
康

づ
く

り
ア

ン
ケ

ー
ト

(3
健

用
）

で
は

，
歯

周
病

の
早

産
や

低
体

重
児

な
ど

の
妊

娠
へ

の
影

響
率

を
知

っ
て

い
る

も
の

の
割

合
は

，
H

3
0

年
度

 6
6

.2
%

，
R

5
年

度
6

7
.3

%
で

あ
り

大
き

な
変

化
は

な
い

。
コ

ロ
ナ

禍
の

医
療

機
関

へ
の

受
診

控
え

か
ら

と
推

測
さ

れ
る

が
，

今
後

受
診

率
向

上
へ

の
取

組
が

課
題

で
あ

る
。

◆
安

全
な

出
産

や
育

児
に

向
け

た
タ

イ
ム

リ
ー

で
効

率
的

な
情

報
提

供
と

し
て

，
デ

ジ
タ

ル
化

し
た

情
報

発
信

も
導

入
し

て
い

く
。

◆
今

後
も

引
き

続
き

，
医

療
機

関
や

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く

。

◆
妊

娠
期

に
適

切
な

母
体

管
理

が
で

き
る

よ
う

に
，

早
産

の
リ

ス
ク

要
因

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
を

行
い

，
予

防
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

く
。

◆
産

婦
人

科
の

医
療

機
関

と
連

携
し

，
早

産
の

リ
ス

ク
と

し
て

，
喫

煙
，

飲
酒

，
歯

周
病

や
感

染
症

，
妊

婦
健

康
診

査
の

重
要

性
の

知
識

の
普

及
や

啓
発

を
協

働
す

る
。

ま
た

，
地

域
で

の
支

援
が

必
要

な
妊

婦
に

つ
い

て
は

，
継

続
看

護
連

絡
票

や
定

例
会

等
を

活
用

し
，

支
援

を
行

っ
て

い
く

。

◆
妊

娠
可

能
な

女
性

の
健

康
へ

の
意

識
を

高
め

，
早

産
予

防
な

ど
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

を
啓

発
す

る
た

め
に

母
子

保
健

課
と

庁
内

の
他

課
で

連
携

し
て

い
く

。

◆
不

妊
に

悩
む

人
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

，
R

４
年

度
よ

り
保

険
適

用
へ

制
度

改
正

あ
り

。
今

後
の

動
向

を
見

な
が

ら
不

妊
治

療
助

成
事

業
を

継
続

す
る

。

◆
妊

娠
期

早
期

か
ら

出
産

・
子

育
て

の
切

れ
目

な
い

支
援

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

，
健

診
等

の
機

会
を

通
じ

て
，

妊
婦

や
そ

の
家

族
に

必
要

な
情

報
の

提
供

や
支

援
が

行
え

る
体

制
の

拡
充

に
努

め
て

い
く

。

◆
妊

娠
期

に
適

切
な

母
体

管
理

が
で

き
る

よ
う

に
医

療
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
，

関
係

機
関

と
連

携
し

た
訪

問
活

動
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

，
出

産
し

，
退

院
直

後
の

母
子

に
対

し
て

，
心

身
の

ケ
ア

や
育

児
の

サ
ポ

ー
ト

等
き

め
細

か
い

支
援

を
実

施
し

，
産

後
も

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

。

◆
早

産
の

リ
ス

ク
要

因
と

な
る

喫
煙

・
飲

酒
・

歯
周

病
な

ど
の

知
識

の
普

及
や

啓
発

を
行

う
こ

と
に

よ
り

，
女

性
の

健
康

へ
の

意
識

を
高

め
，

早
産

予
防

な
ど

に
つ

な
げ

て
い

く
。

，
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Ⅱ 　 安 心 の 中 で  子 ど も が 健 や か に 生 ま れ 育 つ ま ち

1
)乳

幼
児

の
保

護
者

へ
の

支
援

◆
子

育
て

世
代

が
孤

立
し

な
い

よ
う

に
健

全
な

育
児

環
境

の
確

保
を

目
的

に
開

始
さ

れ
た

赤
ち

ゃ
ん

誕
生

お
め

で
と

う
訪

問
の

訪
問

率
は

H
3

1
年

度
以

降
，

約
9

5
%

を
維

持
し

て
い

る
。

継
続

支
援

が
必

要
と

さ
れ

る
家

庭
は

年
々

減
少

し
，

R
４

年
度

は
訪

問
率

9
5

.0
％

，
継

続
支

援
1

2
.8

％
と

な
っ

て
い

る
。

し
か

し
，

依
然

，
継

続
支

援
の

理
由

と
し

て
は

「
育

児
心

配
」

が
最

も
多

く
，

次
い

で
「

体
重

増
加

不
良

」
「

産
後

う
つ

傾
向

」
「

精
神

疾
患

既
往

・
産

後
う

つ
傾

向
」

と
な

っ
て

い
る

。
R

5
年

2
月

か
ら

「
出

産
・

子
育

て
応

援
給

付
金

事
業

」
が

開
始

し
，

伴
走

型
支

援
と

経
済

的
支

援
を

一
体

化
と

し
て

，
赤

ち
ゃ

ん
誕

生
お

め
で

と
う

訪
問

面
接

後
に

申
請

す
る

給
付

金
を

給
付

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
今

後
は

訪
問

率
の

上
昇

が
予

測
さ

れ
る

。

◆
産

後
う

つ
病

の
早

期
発

見
と

し
て

エ
ジ

ン
バ

ラ
産

後
う

つ
病

質
問

票
を

用
い

た
産

婦
健

診
が

R
2

年
度

1
0

月
か

ら
開

始
さ

れ
，

産
後

2
週

間
・

1
か

月
に

健
診

の
機

会
が

あ
り

，
産

後
の

初
期

段
階

に
お

け
る

支
援

が
強

化
さ

れ
た

。
R

4
年

度
の

受
診

率
は

，
ほ

ぼ
9

9
%

と
な

り
，

精
神

科
紹

介
は

4
件

と
な

っ
て

い
る

。
産

婦
健

診
の

受
け

皿
と

し
て

開
始

し
た

産
後

ケ
ア

事
業

は
，

H
2

8
年

度
に

訪
問

型
，

H
3

0
年

度
に

宿
泊

型
，

R
R

4
年

度
に

通
所

型
を

開
始

し
た

。
産

婦
健

診
後

約
３

%
が

産
後

ケ
ア

事
業

利
用

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
産

後
ケ

ア
事

業
は

，
赤

ち
ゃ

ん
誕

生
お

め
で

と
う

訪
問

後
の

利
用

者
も

多
く

，
今

後
も

乳
房

ケ
ア

を
中

心
に

助
産

師
か

ら
の

専
門

的
ケ

ア
を

受
け

ら
れ

る
も

の
と

し
て

，
利

用
の

拡
大

が
見

込
ま

れ
る

。
ま

た
，

育
児

の
負

担
が

大
き

く
孤

立
し

や
す

い
多

胎
妊

産
婦

を
支

援
す

る
た

め
，

R
２

年
度

に
多

胎
児

育
児

経
験

者
家

族
と

の
交

流
会

を
開

催
し

，
自

主
グ

ル
ー

プ
が

誕
生

し
た

。
R

３
年

度
か

ら
は

家
事

育
児

支
援

を
行

う
多

胎
家

庭
支

援
事

業
，

多
胎

家
庭

同
士

が
交

流
で

き
る

多
胎

の
つ

ど
い

を
開

催
。

R
５

年
度

か
ら

は
専

門
職

に
も

相
談

で
き

る
よ

う
育

児
相

談
と

交
流

を
合

わ
せ

た
事

業
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
た

。

◆
高

知
市

の
未

就
学

児
に

お
け

る
児

童
虐

待
件

数
は

，
H

3
1

年
度

8
6

件
，

R
４

年
度

6
2

件
と

減
少

傾
向

に
あ

り
，

R
３

年
度

か
ら

の
母

子
手

帳
交

付
時

の
全

数
面

接
等

に
よ

る
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
婦

へ
の

早
期

発
見

及
び

支
援

に
よ

る
虐

待
未

然
防

止
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

◆
R

元
年

度
に

西
部

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

開
設

し
，

行
政

や
民

生
委

員
・

地
域

の
小

児
科

・
助

産
院

・
保

育
園

・
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

の
他

，
子

育
て

サ
ロ

ン
や

子
ど

も
食

堂
等

が
一

同
に

介
し

ネ
ウ

ボ
ラ

推
進

会
議

を
開

催
。

地
域

の
子

育
て

支
援

活
動

者
が

つ
な

が
る

き
っ

か
け

と
し

て
研

修
も

開
催

。
R

2
年

度
，

R
４

年
度

と
東

部
・

北
部

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

開
設

し
，

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

パ
パ

マ
マ

教
室

，
育

児
相

談
，

離
乳

食
教

室
を

開
催

。
多

職
種

他
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

地
域

に
根

ざ
し

た
子

育
て

支
援

が
行

え
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

て
い

る
。

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
，

地
域

社
会

全
体

で
こ

ど
も

の
健

や
か

な
成

長
を

見
守

り
，

親
を

孤
立

さ
せ

な
い

よ
う

支
え

あ
う

地
域

づ
く

り
も

重
要

で
あ

る
。

◆
市

内
9

地
区

（
三

里
・

下
知

・
布

師
田

・
南

街
・

鴨
田

・
潮

江
・

江
ノ

口
・

旭
・

五
台

山
）

で
は

，
高

知
市

の
赤

ち
ゃ

ん
誕

生
お

め
で

と
う

訪
問

で
同

意
が

得
ら

れ
た

家
庭

に
対

し
，

民
生

委
員

児
童

委
員

が
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
を

実
施

，
ま

た
，

住
民

や
民

生
委

員
が

子
育

て
サ

ロ
ン

や
子

ど
も

食
堂

を
実

施
し

て
い

る
地

域
も

あ
る

。
。

H
2

8
年

度
の

「
こ

の
地

域
で

子
育

て
し

た
い

と
思

う
」

者
の

割
合

は
1

歳
６

か
月

健
診

で
9

3
.4

％
，

３
歳

児
健

診
で

9
4

.4
％

に
対

し
，

R
４

年
度

は
そ

れ
ぞ

れ
9

2
.9

％
・

8
8

.4
％

と
減

小
し

て
い

る
。

ま
た

，
健

康
づ

く
り

ア
ン

ケ
ー

ト
（

３
健

）
結

果
＜

地
域

の
人

々
は

お
互

い
に

助
け

合
っ

て
い

る
と

感
じ

，
育

児
の

孤
立

感
を

感
じ

な
い

＞
割

合
に

お
い

て
も

，
H

2
9

年
度

は
7

9
.4

％
だ

っ
た

の
に

対
し

，
R

５
年

度
は

4
8

%
と

大
幅

に
減

少
し

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
地

域
資

源
の

減
少

や
，

外
出

や
人

と
の

接
触

制
限

等
に

よ
る

も
の

と
推

測
さ

れ
る

。
R

５
年

度
か

ら
は

再
開

と
な

っ
て

い
る

た
め

，
新

た
な

子
育

て
世

代
に

現
在

の
地

域
資

源
の

情
報

提
供

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
地

区
担

当
保

健
師

や
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

か
ら

地
域

へ
つ

な
が

る
場

と
し

て
紹

介
し

た
り

，
地

域
か

ら
「

心
配

な
家

庭
が

あ
る

」
と

い
う

紹
介

を
受

け
る

な
ど

し
て

，
個

別
支

援
に

つ
な

げ
る

な
ど

の
取

り
組

み
も

必
要

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

に
，

地
域

ぐ
る

み
で

子
育

て
世

代
を

見
守

り
支

え
る

雰
囲

気
を

醸
成

し
，

子
ど

も
た

ち
の

生
活

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
，

将
来

の
教

育
・

健
康

格
差

を
防

ぎ
，

健
康

で
一

生
を

過
ご

せ
る

と
い

う
認

識
を

地
域

住
民

に
普

及
啓

発
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

◆
虐

待
未

然
防

止
の

視
点

を
持

ち
，

妊
娠

・
出

産
・

子
育

て
の

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
継

続
し

，
産

婦
健

診
や

赤
ち

ゃ
ん

誕
生

お
め

で
と

う
訪

問
等

に
よ

り
，

産
後

の
健

康
管

理
や

相
談

支
援

な
ど

，
き

め
細

や
か

な
支

援
に

取
り

組
む

。
ま

た
，

産
科

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
支

援
が

必
要

な
産

婦
の

連
絡

体
制

や
赤

ち
ゃ

ん
誕

生
お

め
で

と
う

訪
問

の
訪

問
員

の
養

成
や

育
成

を
行

い
，

支
援

体
制

を
強

化
し

て
い

く
。

◆
産

後
う

つ
病

の
予

防
や

早
期

発
見

の
た

め
に

，
妊

娠
期

か
ら

の
切

れ
目

な
い

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

妊
産

婦
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

理
解

を
深

め
る

た
め

，
事

例
検

討
会

や
研

修
体

制
を

整
え

て
い

く
。

◆
産

後
の

育
児

支
援

体
制

の
柱

と
し

て
，

県
助

産
師

会
，

産
科

医
療

機
関

や
助

産
所

等
と

連
携

し
て

，
産

後
ケ

ア
事

業
の

拡
充

を
図

る
。

◆
多

胎
児

支
援

と
し

て
，

多
胎

家
庭

支
援

事
業

及
び

多
胎

児
の

集
い

の
拡

充
を

図
る

。

◆
子

育
て

世
代

が
地

域
で

孤
立

す
る

こ
と

な
く

，
子

ど
も

の
健

や
か

な
成

長
を

望
み

，
地

域
の

つ
な

が
り

の
中

で
子

育
て

を
楽

し
め

る
よ

う
，

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
，

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
，

社
会

福
祉

協
議

会
，

民
生

委
員

児
童

委
員

や
地

域
の

住
民

の
他

，
各

種
団

体
と

の
連

携
を

強
化

し
，

地
域

で
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

る
。

◆
虐

待
予

防
の

視
点

を
持

ち
，

妊
娠

・
出

産
・

子
育

て
の

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
充

実
さ

せ
，

関
係

機
関

等
と

連
携

し
た

訪
問

活
動

や
相

談
支

援
を

行
い

，
子

育
て

世
代

が
孤

立
し

な
い

し
く

み
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

◆
引

き
続

き
，

民
生

委
員

児
童

委
員

や
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

等
と

の
連

携
を

強
化

し
，

地
域

で
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

環
境

づ
く

り
に

務
め

る
。

，

40



＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

の
方

策
＞

Ⅱ 　 安 心 の 中 で  子 ど も が 健 や か に 生 ま れ 育 つ ま ち

Ⅱ
－

３
　

子
ど

も
が

そ
の

子
ら

し
く

健
や

か
に

育
つ

ま
ち

1
)子

ど
も

の
健

康
管

理

◆
幼

児
健

診
受

診
率

は
，

日
曜

日
健

診
の

実
施

，
保

育
園

等
で

の
受

診
勧

奨
や

未
受

診
児

の
訪

問
に

よ
る

受
診

勧
奨

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

，
H

2
7

年
度

以
降

，
全

国
平

均
レ

ベ
ル

に
ま

で
改

善
し

た
。

し
か

し
，

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

に
よ

る
受

診
控

え
や

健
診

の
中

止
が

影
響

し
，

R
3

年
度

・
R

4
年

度
と

受
診

率
が

低
く

な
っ

て
い

る
。

（
R

3
年

度
　

１
歳

6
か

月
児

健
診

9
4

.4
%

，
3

歳
児

健
診

9
5

.6
％

，
R

4
年

度
　

1
歳

6
か

月
児

健
診

9
1

.8
％

，
3

歳
児

健
診

9
3

.0
％

）

◆
3

歳
児

健
診

で
は

H
3

1
年

4
月

よ
り

，
従

来
の

検
査

に
加

え
，

弱
視

等
の

早
期

発
見

の
た

め
他

覚
的

屈
折

検
査

機
器

「
ス

ポ
ッ

ト
ビ

ジ
ョ

ン
ス

ク
リ

ー
ナ

ー
」

を
導

入
。

要
精

密
検

査
率

は
，

Ｈ
2

8
～

Ｈ
3

0
年

度
の

平
均

3
.2

％
に

比
べ

て
Ｈ

3
1

(Ｒ
1

)～
Ｒ

4
年

度
の

平
均

は
8

.8
％

と
増

加
し

て
お

り
，

幼
児

期
の

弱
視

の
早

期
発

見
と

治
療

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

◆
幼

児
健

診
に

お
け

る
有

所
見

率
（

精
神

面
）

は
，

1
歳

6
か

月
児

健
診

　
H

３
０

年
度

2
2

.1
%

→
R

4
年

度
1

8
.8

％
と

減
少

傾
向

，
3

歳
児

健
診

　
H

3
0

年
度

2
2

.5
％

→
R

4
年

度
2

5
.6

％
と

増
加

し
て

い
る

。

◆
新

生
児

聴
覚

検
査

に
つ

い
て

は
，

H
2

8
年

度
に

開
始

し
，

難
聴

が
発

見
さ

れ
た

場
合

の
支

援
体

制
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

新
生

児
聴

覚
検

査
受

診
率

は
9

7
～

9
8

％
と

高
く

推
移

。
要

精
密

検
査

と
な

っ
た

児
，

難
聴

と
診

断
さ

れ
た

児
と

保
護

者
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
は

1
0

0
％

，
早

期
療

育
が

必
要

な
児

が
適

切
な

療
育

に
繋

が
る

率
も

1
0

0
%

で
推

移
し

て
い

る
。

→
　

健
診

等
を

活
用

し
，

発
達

に
課

題
の

あ
る

児
の

早
期

発
見

の
体

制
づ

く
り

は
で

き
て

い
る

。
し

か
し

，
発

達
に

課
題

の
あ

る
児

の
早

期
発

見
・

早
期

療
育

へ
の

支
援

が
必

要
で

あ
る

が
，

専
門

機
関

へ
の

タ
イ

ム
リ

ー
な

受
診

予
約

が
困

難
な

現
状

が
あ

り
，

健
診

後
の

支
援

体
制

の
整

備
や

保
護

者
支

援
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

◆
歯

科
検

診
に

お
い

て
は

，
む

し
歯

保
有

率
は

H
2

8
年

度
　

1
歳

6
か

月
児

健
診

1
.4

％
，

3
歳

児
健

診
1

4
.4

％
か

ら
，

R
3

年
度

は
1

歳
6

か
月

児
健

診
0

.7
％

，
3

歳
児

健
診

1
3

.0
％

，
R

4
年

度
は

，
1

歳
6

か
月

児
健

診
1

.2
％

，
3

歳
児

健
診

1
0

.3
％

で
あ

り
，

む
し

歯
保

有
率

は
，

減
少

傾
向

で
あ

る
。

◆
む

し
歯

の
あ

る
も

の
は

，
1

人
が

た
く

さ
ん

持
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

1
歳

6
か

月
児

で
生

活
習

慣
や

口
腔

内
環

境
か

ら
む

し
歯

ハ
イ

リ
ス

ク
で

あ
る

も
の

を
対

象
に

，
H

2
5

年
度

か
ら

む
し

歯
予

防
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

教
室

を
開

催
し

て
い

る
。

3
歳

児
で

は
む

し
歯

が
5

本
以

上
あ

る
も

の
は

H
2

8
年

度
に

3
.5

％
，

R
3

年
度

は
３

％
，

R
4

年
度

は
2

.7
％

で
あ

り
，

徐
々

に
減

少
し

て
い

る
。

む
し

歯
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

事
業

の
継

続
や

幼
児

健
診

時
の

普
及

啓
発

等
に

よ
っ

て
，

む
し

歯
が

あ
る

も
の

と
な

い
も

の
の

格
差

が
縮

小
で

き
て

い
る

。

◆
健

康
づ

く
り

ア
ン

ケ
ー

ト
（

3
健

）
に

よ
る

お
子

さ
ん

の
食

事
の

困
り

ご
と

に
つ

い
て

は
，

「
偏

食
す

る
・

む
ら

食
い

」
「

食
事

よ
り

甘
い

飲
み

物
や

お
菓

子
を

欲
し

が
る

」
「

小
食

」
の

順
に

多
く

，
H

２
９

年
度

も
R

5
年

度
も

同
じ

傾
向

で
あ

る
。

食
育

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
（

3
健

）
で

は
，

子
ど

も
の

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

食
事

の
実

践
を

し
て

い
る

人
は

，
H

3
0

年
度

で
は

6
4

.3
％

，
R

5
年

度
は

5
7

.1
%

で
あ

り
，

や
や

減
少

傾
向

で
あ

る
。

食
事

の
困

り
ご

と
を

改
善

で
き

，
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
の

実
践

を
行

う
人

の
割

合
が

増
加

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
，

子
ど

も
の

食
べ

方
の

困
り

ご
と

と
し

て
は

，
「

食
べ

る
の

に
時

間
が

か
か

る
」

「
食

べ
物

を
口

に
た

め
る

」
「

早
食

い
・

よ
く

か
ま

な
い

」
が

H
2

9
も

R
5

も
多

い
が

，
「

食
べ

物
を

口
か

ら
出

す
」

が
大

き
く

減
少

し
て

い
る

。
（

H
2

9
年

度
 1

6
.4

%
⇒

 R
5

年
度

 6
.5

%
）

→
 食

の
は

じ
め

と
な

る
離

乳
食

開
始

の
時

期
か

ら
の

口
腔

機
能

の
発

達
に

沿
っ

た
食

事
形

態
や

種
類

の
選

び
方

の
啓

発
が

必
要

で
あ

る
。

◆
健

診
の

機
会

を
活

用
し

，
乳

幼
児

期
に

基
本

的
な

生
活

習
慣

や
食

習
慣

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

関
係

機
関

や
多

職
種

多
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

，
啓

発
お

よ
び

支
援

を
継

続
す

る
。

◆
各

種
健

診
の

受
診

率
向

上
に

努
め

，
子

ど
も

の
健

康
な

生
活

や
健

全
な

発
達

を
図

る
た

め
に

，
心

身
の

健
康

発
達

に
関

す
る

課
題

の
早

期
発

見
及

び
心

理
士

相
談

を
含

め
た

支
援

体
制

整
備

を
行

う
。

◆
乳

幼
児

期
は

，
生

涯
に

わ
た

る
健

康
づ

く
り

の
基

盤
と

な
る

重
要

な
時

期
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

，
よ

り
良

い
生

活
習

慣
の

確
立

と
家

庭
や

地
域

の
中

で
遊

び
を

通
じ

た
身

体
活

動
の

向
上

を
図

り
，

乳
幼

児
及

び
保

護
者

等
を

対
象

と
し

た
保

健
指

導
の

充
実

に
取

り
組

む
。

◆
健

康
教

育
と

し
て

，
育

児
相

談
及

び
離

乳
食

教
室

，
出

前
講

座
等

を
実

施
し

，
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

や
子

育
て

サ
ロ

ン
な

ど
の

場
を

活
用

し
た

栄
養

指
導

の
実

施
，

歯
科

口
腔

保
健

等
の

啓
発

を
行

っ
て

い
く

。

◆
乳

幼
児

期
に

基
本

的
な

生
活

習
慣

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
啓

発
お

よ
び

支
援

を
継

続
し

て
い

く
。

◆
保

護
者

が
子

ど
も

の
成

長
発

達
を

喜
び

，
健

診
や

予
防

接
種

な
ど

を
通

し
て

乳
幼

児
期

に
お

け
る

適
切

な
健

康
管

理
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

し
て

い
く

。

◆
幼

児
健

診
に

つ
い

て
は

，
受

診
勧

奨
等

を
今

後
も

継
続

し
て

行
い

，
受

診
率

向
上

，
維

持
に

努
め

る
。

◆
心

身
の

成
長

発
達

に
つ

い
て

支
援

の
必

要
な

子
ど

も
に

つ
い

て
は

，
そ

の
保

護
者

の
不

安
を

軽
減

し
，

必
要

な
情

報
を

提
供

し
て

適
切

な
支

援
が

で
き

る
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

，
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＜
総

括
評

価
＞

△
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

の
方

策
＞

＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

の
方

策
＞

Ⅲ 　 み ん な が 安 全 ・ 安 心 で

健 康 な 暮 ら し が で き る ま ち

◆
健

康
づ

く
り

ア
ン

ケ
ー

ト
（

3
健

）
に

よ
る

と
，

子
ど

も
の

普
段

の
朝

食
摂

取
に

つ
い

て
「

は
い

」
と

答
え

た
人

は
，

H
2

9
年

度
　

9
7

.1
％

→
　

R
5

年
度

 9
1

.1
％

と
減

っ
て

い
る

。

◆
食

育
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

（
3

健
）

に
よ

る
と

，
離

乳
食

を
学

ぶ
機

会
と

し
て

は
，

H
3

0
年

度
も

R
5

年
度

も
「

育
児

雑
誌

」
「

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
」

が
約

半
数

を
占

め
て

お
り

，
自

分
の

子
ど

も
の

発
達

に
適

し
た

与
え

方
を

確
認

し
た

り
学

ぶ
機

会
は

少
な

い
も

の
と

思
わ

れ
る

。

◆
R

５
年

度
の

健
康

づ
く

り
ア

ン
ケ

ー
ト

（
3

健
）

に
よ

る
と

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
の

動
画

視
聴

の
家

庭
内

の
ル

ー
ル

を
決

め
て

い
る

家
庭

は
6

9
%

で
あ

り
，

ル
ー

ル
の

内
容

と
し

て
は

，
「

大
人

の
使

用
許

可
を

得
て

か
ら

ス
マ

ホ
を

使
用

す
る

」
「

使
用

し
て

も
よ

い
時

間
や

内
容

を
決

め
て

い
る

」
の

順
に

多
い

。
家

庭
内

の
ル

ー
ル

を
決

め
て

い
な

い
2

2
.6

％
へ

の
啓

発
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

，
1

日
の

動
画

の
視

聴
時

間
が

2
時

間
ま

で
と

な
っ

て
い

る
人

は
5

9
.6

％
で

あ
る

が
，

3
2

.1
％

は
2

時
間

以
上

と
な

っ
て

お
り

，
1

.8
％

は
4

時
間

以
上

と
回

答
し

て
い

た
。

家
庭

内
で

の
ル

ー
ル

は
決

め
て

い
る

が
，

実
際

は
適

切
な

時
間

内
に

収
ま

っ
て

い
な

い
現

状
が

あ
る

。

Ⅱ 　 安 心 の 中 で  子 ど も が 健 や か に 生 ま れ 育 つ ま ち

2
)障

害
の

あ
る

子
ど

も
へ

の
支

援

◆
職

員
の

資
質

向
上

を
目

的
と

し
，

高
知

県
立

療
育

福
祉

セ
ン

タ
ー

や
高

知
県

が
主

催
す

る
研

修
会

へ
は

毎
年

参
加

を
し

て
い

る
。

ま
た

，
健

診
従

事
者

に
対

し
て

は
，

健
診

後
の

振
り

返
り

や
知

識
を

習
得

す
る

機
会

と
し

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
参

加
し

て
も

ら
う

と
と

も
に

，
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

の
研

修
会

を
年

1
－

2
回

実
施

し
て

い
る

。

◆
1

歳
6

か
月

児
健

診
や

３
歳

児
健

診
に

お
い

て
，

児
童

へ
の

支
援

が
必

要
と

思
わ

れ
る

場
合

に
は

，
子

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

や
高

知
県

立
療

育
福

祉
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
，

各
関

係
機

関
へ

の
紹

介
，

支
援

の
つ

な
ぎ

を
行

い
，

早
期

の
支

援
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

子
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

家
庭

訪
問

・
保

育
所

等
訪

問
や

，
早

期
療

育
教

室
，

親
子

通
園

施
設

ひ
ま

わ
り

園
等

の
事

業
を

通
し

て
，

必
要

な
支

援
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

一
方

，
幼

児
健

診
で

支
援

が
必

要
と

判
断

さ
れ

た
に

も
関

わ
ら

ず
，

相
談

に
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
ケ

ー
ス

も
あ

り
，

今
後

の
取

組
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

◆
毎

年
，

支
援

の
必

要
な

子
ど

も
の

た
め

の
子

育
て

応
援

ブ
ッ

ク
「

ふ
く

ふ
く

マ
ッ

プ
」

の
発

行
を

行
っ

て
お

り
，

R
5

年
度

は
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
や

災
害

支
援

等
を

新
た

に
盛

り
込

み
，

改
定

作
業

を
行

っ
た

。

◆
子

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
R

３
年

度
実

績
と

し
て

，
個

別
相

談
の

対
応

延
回

数
は

2
,0

3
6

件
，

訪
問

3
2

1
件

，
早

期
療

育
教

室
3

4
人

（
実

人
数

）
，

専
門

医
相

談
1

5
件

，
親

子
通

園
施

設
ひ

ま
わ

り
園

利
用

者
2

6
人

（
実

人
数

）
と

な
っ

て
い

る
。

◆
切

れ
目

な
い

支
援

の
た

め
に

活
用

を
開

始
し

た
サ

ポ
ー

ト
フ

ァ
イ

ル
の

所
持

率
は

H
3

0
年

度
は

4
5

.7
％

で
あ

っ
た

も
の

が
，

R
3

年
度

に
は

4
1

.9
％

と
減

少
傾

向
に

あ
り

，
十

分
な

活
用

が
で

き
て

い
な

い
。

◆
幼

児
健

診
後

の
フ

ォ
ロ

ー
体

制
に

つ
い

て
，

子
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
等

，
庁

内
の

連
携

を
強

化
し

，
よ

り
一

層
き

め
細

か
い

支
援

を
行

う
。

◆
健

診
後

，
要

フ
ォ

ロ
ー

と
な

っ
た

児
を

早
期

療
育

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
，

保
護

者
の

不
安

に
寄

り
添

い
，

必
要

な
情

報
提

供
と

支
援

及
び

医
療

機
関

を
含

め
た

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

る
。

◆
幼

児
健

診
に

つ
い

て
，

健
診

従
事

者
の

資
質

向
上

に
努

め
る

。

◆
健

診
等

の
結

果
，

フ
ォ

ロ
ー

が
必

要
に

な
っ

た
児

，
保

護
者

に
対

し
て

，
必

要
な

機
関

等
に

つ
な

が
る

よ
う

に
す

る
な

ど
の

支
援

を
行

う
。

◆
子

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

や
高

知
県

立
療

育
福

祉
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

関
係

機
関

と
連

携
体

制
を

強
化

し
，

き
め

細
か

い
支

援
を

行
う

。

Ⅲ
－

１
　

安
全

な
食

を
確

保
し

，
安

心
し

た
暮

ら
し

が
で

き
る

ま
ち

1
)食

品
衛

生
監

視
指

導
計

画
に

基
づ

く
食

の
安

全
の

推
進

◆
年

度
ご

と
に

，
食

品
衛

生
監

視
指

導
計

画
を

策
定

し
，

営
業

施
設

の
監

視
指

導
や

食
品

検
査

等
の

目
標

件
数

を
設

定
し

て
お

り
，

そ
の

目
標

を
達

成
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。

◆
従

来
か

ら
飲

食
店

に
お

い
て

調
理

，
提

供
さ

れ
た

食
事

を
原

因
と

す
る

食
中

毒
が

多
く

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
R

４
年

度
か

ら
生

や
加

熱
不

十
分

な
食

肉
を

提
供

し
て

い
る

飲
食

店
等

の
監

視
指

導
を

重
点

的
に

実
施

し
て

お
り

，
食

中
毒

の
患

者
数

は
減

少
傾

向
に

あ
る

。
過

去
５

年
間

に
お

け
る

病
因

物
質

別
食

中
毒

発
生

件
数

は
，

ア
ニ

サ
キ

ス
1

3
件

，
カ

ン
ピ

ロ
バ

ク
タ

ー
属

菌
８

件
，

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

６
件

，
そ

の
他

４
件

で
あ

っ
た

。

◆
魚

介
類

を
取

り
扱

う
施

設
，

生
や

加
熱

不
十

分
な

食
肉

を
提

供
し

て
い

る
施

設
及

び
大

量
調

理
施

設
等

に
対

し
，

重
点

的
な

監
視

指
導

を
実

施
す

る
。

併
せ

て
食

品
販

売
等

を
行

う
営

業
届

出
施

設
に

対
し

，
定

期
的

な
監

視
指

導
を

実
施

す
る

。

◆
営

業
施

設
の

監
視

指
導

や
講

習
会

等
の

機
会

を
通

じ
，

Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｐ
に

沿
っ

た
衛

生
管

理
の

定
着

を
図

る
。

◆
食

品
衛

生
監

視
指

導
計

画
に

基
づ

き
，

営
業

施
設

の
監

視
指

導
や

食
品

の
検

査
等

を
実

施
し

，
食

品
の

安
全

性
を

確
保

す
る

。

◆
食

品
衛

生
法

の
改

正
に

よ
り

，
R

3
年

6
月

か
ら

制
度

化
さ

れ
た

H
A

C
C

P
に

沿
っ

た
衛

生
管

理
に

つ
い

て
，

食
品

等
事

業
者

が
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

，
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2
)食

の
安

全
に

関
す

る
知

識
の

普
及

啓
発

◆
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

り
，

定
期

的
な

食
の

安
全

に
関

す
る

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

◆
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

紙
等

を
活

用
し

，
家

庭
に

お
け

る
食

中
毒

の
予

防
等

の
食

の
安

全
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
た

。

◆
夏

期
・

年
末

を
中

心
と

し
た

食
品

表
示

の
監

視
指

導
を

実
施

し
た

。

◆
他

自
治

体
の

取
組

を
参

考
と

し
，

開
催

方
法

を
見

直
す

な
ど

，
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

す
る

。

◆
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

紙
等

を
活

用
し

，
食

の
安

全
に

関
す

る
情

報
を

分
か

り
や

す
く

提
供

す
る

。

◆
食

品
表

示
に

関
す

る
講

習
会

や
監

視
指

導
を

実
施

し
，

適
正

表
示

の
推

進
を

図
る

。

◆
消

費
者

自
ら

が
食

の
安

全
に

つ
い

て
の

認
識

を
深

め
，

食
の

安
全

性
を

判
断

し
，

食
品

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

，
必

要
な

情
報

の
提

供
や

意
見

交
換

を
行

う
。

　 ◆
消

費
者

の
食

品
選

択
に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

食
品

表
示

に
つ

い
て

，
適

正
な

表
示

が
な

さ
れ

る
よ

う
に

講
習

会
や

監
視

指
導

を
実

施
す

る
。

Ⅲ
－

２
　

安
全

で
衛

生
的

な
暮

ら
し

が
で

き
る

ま
ち

1
)生

活
衛

生
監

視
指

導
計

画
に

基
づ

く
生

活
環

境
関

係
施

設
等

対
策

の
推

進

◆
生

活
衛

生
営

業
施

設
に

つ
い

て
は

，
H

2
5

年
度

か
ら

高
知

市
生

活
衛

生
監

視
指

導
計

画
に

基
づ

き
，

施
設

の
監

視
や

検
査

を
実

施
し

て
お

り
，

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
対

応
業

務
，

他
課

の
応

援
業

務
等

が
あ

っ
た

R
３

・
４

年
度

を
除

き
，

目
標

監
視

指
導

件
数

を
達

成
で

き
て

い
る

。

◆
各

種
届

出
の

手
引

き
や

国
・

県
か

ら
の

通
知

等
に

つ
い

て
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

，
速

や
か

に
情

報
を

発
信

し
周

知
を

図
っ

て
い

る
。

◆
監

視
指

導
計

画
に

基
づ

い
た

施
設

確
認

や
衛

生
基

準
の

遵
守

指
導

を
行

う
と

と
も

に
，

市
民

・
営

業
者

か
ら

の
相

談
へ

の
対

応
を

行
う

。

◆
営

業
者

等
に

対
し

講
習

会
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

，
環

境
衛

生
に

関
す

る
情

報
提

供
を

迅
速

に
行

い
，

衛
生

知
識

の
向

上
と

自
主

管
理

の
強

化
を

図
っ

て
い

く
。

◆
生

活
衛

生
関

係
営

業
施

設
等

に
つ

い
て

，
開

設
時

の
施

設
確

認
や

衛
生

基
準

の
遵

守
指

導
を

始
め

，
市

民
・

営
業

者
か

ら
の

相
談

へ
の

対
応

，
施

設
へ

の
監

視
指

導
及

び
検

査
を

行
う

。
ま

た
，

講
習

会
等

を
通

じ
指

導
や

情
報

提
供

を
随

時
行

う
。

2
)衛

生
害

虫
駆

除
対

策
の

推
進

◆
毎

年
３

月
か

ら
1

1
月

ま
で

市
内

の
公

共
用

水
路

約
4

7
7

か
所

を
1

0
巡

し
，

定
期

消
毒

作
業

を
実

施
。

市
民

か
ら

の
駆

除
相

談
に

も
迅

速
に

対
応

し
て

い
る

。

◆
被

災
時

の
公

衆
衛

生
活

動
の

確
保

の
た

め
，

H
2

7
年

６
月

に
高

知
県

ペ
ス

ト
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
協

会
と

災
害

支
援

協
定

を
締

結
し

た
。

◆
衛

生
害

虫
駆

除
業

務
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

，
効

果
的

・
効

率
的

な
対

応
を

図
る

。

◆
感

染
対

策
駆

除
へ

の
対

策
（

緊
急

対
応

薬
剤

の
確

保
等

）
を

進
め

る
。

◆
災

害
時

公
衆

衛
生

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
を

進
め

る
と

と
も

に
，

消
毒

用
薬

剤
の

確
保

な
ど

，
災

害
時

の
防

疫
体

制
の

整
備

に
努

め
る

。

◆
公

共
用

水
路

以
外

の
害

虫
相

談
も

増
え

て
お

り
対

応
に

苦
慮

す
る

場
面

が
増

加
。

現
在

の
事

業
の

継
続

，
充

実
を

図
る

と
と

も
に

効
果

的
な

駆
除

活
動

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
通

常
業

務
（

公
共

用
水

路
の

衛
生

害
虫

駆
除

）
に

つ
い

て
適

切
な

実
施

を
図

る
と

と
も

に
通

常
業

務
以

外
の

害
虫

相
談

等
に

つ
い

て
も

関
係

部
署

と
の

連
携

に
よ

り
対

応
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

3
)毒

物
劇

物
適

正
管

理
の

推
進

◆
毒

物
劇

物
販

売
業

施
設

へ
の

監
視

指
導

を
実

施
し

，
毒

物
劇

物
の

適
正

な
販

売
及

び
保

管
管

理
の

徹
底

を
図

っ
た

。

◆
毒

物
劇

物
販

売
業

施
設

立
入

時
に

，
保

管
状

況
等

情
報

共
有

し
，

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

際
の

二
次

災
害

（
流

出
事

故
等

）
の

防
止

措
置

に
つ

い
て

も
啓

発
し

た
。

◆
市

民
に

対
し

，
あ

か
る

い
ま

ち
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

情
報

提
供

し
た

。

◆
毒

物
劇

物
販

売
業

者
に

つ
い

て
監

視
等

を
継

続
す

る
こ

と
で

，
毒

物
劇

物
の

事
故

・
盗

難
等

の
未

然
防

止
を

図
る

。
◆

毒
物

劇
物

に
よ

る
事

故
を

防
止

す
る

た
め

，
市

民
・

販
売

業
者

に
対

し
て

毒
物

劇
物

の
適

正
管

理
を

推
進

す
る

。

◆
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
際

の
二

次
災

害
（

流
出

事
故

等
）

の
防

止
措

置
に

つ
い

て
，

販
売

業
者

に
対

し
啓

発
す

る
。
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Ⅲ
－

３
　

安
心

し
て

医
療

が
受

け
ら

れ
る

ま
ち

1
)よ

り
よ

い
医

療
の

推
進

◆
病

院
へ

の
立

入
検

査
を

実
施

（
２

年
に

１
回

）
し

，
病

院
で

の
医

療
安

全
体

制
の

推
進

を
図

っ
た

。

◆
医

療
相

談
窓

口
に

お
い

て
相

談
者

へ
の

助
言

や
情

報
提

供
，

相
談

を
通

じ
た

医
療

リ
ス

ク
の

早
期

発
見

及
び

対
象

施
設

へ
の

伝
達

等
を

実
施

し
た

。

◆
医

療
施

設
等

が
よ

り
よ

い
医

療
安

全
管

理
体

制
を

構
築

で
き

る
よ

う
に

，
立

入
検

査
体

制
の

充
実

強
化

を
図

る
と

と
も

に
効

率
的

・
効

果
的

な
立

入
検

査
を

実
施

す
る

。

◆
医

療
安

全
支

援
セ

ン
タ

ー
（

医
療

相
談

窓
口

）
の

周
知

と
情

報
を

活
用

し
た

患
者

等
支

援
を

継
続

す
る

。

◆
市

民
に

良
質

か
つ

適
切

な
医

療
を

提
供

す
る

体
制

を
確

保
す

る
た

め
，

医
療

施
設

等
へ

の
立

入
検

査
・

指
導

を
実

施
し

，
医

療
施

設
等

の
適

正
な

管
理

運
営

の
確

保
を

図
る

。

◆
医

療
相

談
窓

口
の

周
知

や
相

談
員

の
資

質
向

上
に

取
り

組
む

。

2
)医

薬
品

等
の

望
ま

し
い

管
理

の
推

進

◆
薬

局
，

店
舗

販
売

業
及

び
医

療
機

器
販

売
業

貸
与

業
に

か
か

る
許

可
及

び
店

舗
の

立
入

監
視

を
実

施
し

，
薬

剤
師

等
に

よ
る

医
薬

品
・

医
療

機
器

の
適

正
な

管
理

や
販

売
等

に
つ

い
て

指
導

を
実

施
し

た
。

（
監

視
率

目
標

3
3

%
，

R
４

年
度

実
績

：
薬

局
3

8
%

，
店

舗
販

売
業

4
8

%
）

◆
薬

と
健

康
の

週
間

等
の

機
会

を
捉

え
て

，
市

民
に

対
し

医
薬

品
等

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

図
っ

た
。

◆
薬

局
，

店
舗

販
売

業
及

び
医

療
機

器
販

売
業

貸
与

業
へ

の
監

視
等

を
継

続
し

，
医

薬
品

・
医

療
機

器
の

安
全

性
の

確
保

対
策

の
充

実
を

図
る

。
◆

国
が

示
す

監
視

指
導

実
施

要
領

に
基

づ
き

，
定

期
的

に
薬

局
等

に
立

入
検

査
を

実
施

す
る

。

◆
医

薬
品

等
の

適
正

使
用

に
関

し
て

は
，

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
し

て
普

及
・

啓
発

に
努

め
る

。

3
)献

血
の

普
及

啓
発

◆
高

知
市

献
血

推
進

員
を

委
嘱

す
る

と
と

も
に

高
知

市
献

血
推

進
員

連
絡

会
を

開
催

し
，

献
血

普
及

啓
発

事
業

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
等

，
地

域
及

び
職

場
に

根
付

い
た

献
血

の
啓

発
・

推
進

を
行

っ
た

。

◆
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

を
通

じ
て

，
献

血
の

正
し

い
知

識
や

必
要

性
，

血
液

製
剤

に
つ

い
て

の
普

及
啓

発
を

図
っ

た
。

◆
効

率
的

な
献

血
の

実
施

の
実

現
及

び
年

間
を

通
じ

た
献

血
者

の
安

定
的

な
確

保
の

た
め

，
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
，

若
年

層
を

中
心

と
し

た
普

及
啓

発
活

動
を

継
続

す
る

。
◆

将
来

の
献

血
不

足
を

防
ぐ

た
め

，
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
，

若
年

層
を

中
心

と
し

た
普

及
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

4
)休

日
や

夜
間

の
救

急
医

療
体

制
づ

く
り

◆
新

聞
や

ポ
ス

タ
ー

等
に

よ
る

救
急

医
療

の
啓

発
・

周
知

を
図

っ
た

。

◆
救

急
医

療
体

制
確

保
の

一
環

と
し

て
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
紙

に
お

い
て

，
高

知
家

の
救

急
医

療
電

話
（

♯
7

1
1

9
）

や
こ

う
ち

こ
ど

も
救

急
ダ

イ
ヤ

ル
（

♯
8

0
0

0
）

の
周

知
を

行
っ

た
。

◆
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流

行
後

は
，

休
日

夜
間

急
患

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
検

査
・

診
察

が
行

え
る

体
制

を
作

り
，

初
期

救
急

医
療

体
制

の
さ

ら
な

る
整

備
を

行
っ

た
。

◆
必

要
と

す
る

患
者

が
適

切
な

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

，
ま

た
医

師
及

び
医

療
ス

タ
ッ

フ
の

負
担

を
抑

え
る

た
め

，
市

民
へ

の
適

正
受

診
啓

発
活

動
や

♯
8

0
0

0
な

ど
の

医
療

相
談

電
話

の
周

知
活

動
を

継
続

し
，

救
急

医
療

体
制

の
確

保
に

努
め

る
。

◆
急

患
セ

ン
タ

ー
運

営
に

お
い

て
高

知
市

医
師

会
（

委
託

先
）

や
県

と
の

連
携

を
強

化
し

，
時

々
の

課
題

の
共

有
・

解
決

に
努

め
，

初
期

救
急

医
療

体
制

の
確

保
を

図
る

。

◆
救

急
医

療
の

適
正

な
受

診
に

つ
い

て
，

広
報

紙
等

を
通

じ
て

市
民

へ
の

周
知

を
図

っ
て

い
く

。
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＜
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価
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○
＜
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＜
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組
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策
＞

＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
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向
性
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＜
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組
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方
策
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Ⅲ 　 み ん な が 安 全 ・ 安 心 で 健 康 な 暮 ら し が で き る ま ち

Ⅲ
－

４
　

感
染

症
を

予
防

し
，

安
全

で
健

康
な

暮
ら

し
が

で
き

る
ま

ち

1
)感

染
症

対
策

の
推

進

◆
R

２
年

１
月

か
ら

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（

C
o
v
id

-
1

9
）

の
世

界
的

流
行

が
あ

り
，

感
染

症
法

に
よ

る
指

定
感

染
症

に
制

定
さ

れ
，

２
類

相
当

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
に

な
っ

た
。

当
初

よ
り

県
市

合
同

の
電

話
健

康
相

談
セ

ン
タ

ー
が

設
置

さ
れ

，
保

健
所

で
は

発
生

届
の

受
理

，
積

極
的

疫
学

調
査

，
接

触
者

健
診

，
患

者
支

援
を

展
開

し
，

市
民

の
不

安
軽

減
と

感
染

拡
大

防
止

に
努

め
た

。
そ

の
後

も
国

の
方

針
変

更
や

感
染

の
爆

発
的

な
流

行
も

あ
っ

た
が

，
そ

の
都

度
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

等
で

も
啓

発
や

情
報

提
供

を
継

続
し

た
。

◆
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

対
応

に
お

い
て

，
変

異
株

の
出

現
に

よ
り

感
染

力
や

重
症

化
リ

ス
ク

が
変

わ
っ

て
い

く
た

め
，

そ
の

状
況

に
合

わ
せ

て
医

療
機

関
や

医
師

会
，

看
護

協
会

な
ど

平
時

か
ら

の
連

携
を

い
か

し
た

対
策

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

高
齢

者
施

設
や

関
係

職
員

に
対

し
て

研
修

を
行

う
と

共
に

，
施

設
へ

の
訪

問
等

の
支

援
を

実
施

す
る

な
ど

し
て

対
応

し
た

。

◆
防

護
服

及
び

消
毒

剤
等

の
感

染
症

対
応

物
品

は
R

２
年

以
降

は
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
に

対
応

し
た

整
備

を
進

め
た

。

◆
新

型
コ

ロ
ナ

ワ
ク

チ
ン

は
R

3
年

3
月

か
ら

医
療

従
事

者
に

接
種

を
開

始
し

高
齢

者
等

の
優

先
順

位
を

つ
け

接
種

を
行

っ
て

き
た

。
接

種
後

の
時

間
経

過
と

と
も

に
，

ワ
ク

チ
ン

の
有

効
性

や
免

疫
原

性
が

低
下

す
る

こ
と

の
報

告
が

あ
り

追
加

接
種

の
必

要
性

が
あ

る
と

方
針

が
示

さ
れ

て
R

4
年

に
は

5
回

目
接

種
ま

で
実

施
し

た
。

◆
定

期
予

防
接

種
（

高
齢

者
肺

炎
球

菌
予

防
接

種
，

高
齢

者
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

予
防

接
種

，
風

し
ん

予
防

接
種

）
に

つ
い

て
は

，
円

滑
に

開
始

で
き

る
よ

う
努

め
た

。
関

係
機

関
と

協
力

し
な

が
ら

，
接

種
率

の
向

上
に

努
め

た
が

，
ま

だ
接

種
率

が
低

い
も

の
も

あ
る

。

◆
H

3
0

年
度

か
ら

は
保

健
所

H
IV

検
査

時
に

梅
毒

検
査

も
開

始
し

，
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
検

査
は

，
委

託
医

療
機

関
及

び
保

健
所

で
の

検
査

体
制

を
と

り
年

間
を

通
し

て
受

検
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

◆
薬

剤
耐

性
（

Ａ
Ｍ

Ｒ
）

対
策

に
つ

い
て

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
研

修
等

は
実

施
で

き
な

か
っ

た
が

，
保

健
所

職
員

は
国

の
研

修
に

チ
ー

ム
で

参
加

す
る

な
ど

し
知

識
技

術
の

習
得

を
行

っ
た

。

◆
感

染
症

法
改

正
に

伴
い

，
高

知
市

で
R

５
年

度
に

策
定

す
る

感
染

症
予

防
計

画
に

則
り

，
関

係
機

関
と

連
携

し
新

興
感

染
症

等
の

発
生

時
に

対
応

で
き

る
体

制
の

構
築

を
図

っ
て

い
く

と
と

も
に

感
染

症
の

発
生

状
況

に
合

わ
せ

て
，

市
民

へ
の

正
し

い
知

識
や

予
防

行
動

に
関

す
る

普
及

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
く

。

◆
R

5
年

に
予

防
計

画
と

連
動

さ
せ

た
健

康
危

機
対

処
計

画
（

感
染

症
編

）
の

策
定

を
行

い
，

合
わ

せ
て

今
後

も
平

時
か

ら
の

関
係

機
関

と
連

携
や

情
報

共
有

を
す

す
め

て
い

く
。

◆
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
対

策
訓

練
は

，
県

と
連

携
し

な
が

ら
よ

り
具

体
的

な
内

容
に

充
実

し
て

い
く

。

◆
予

防
接

種
に

つ
い

て
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
も

含
め

国
の

方
針

に
従

い
，

遅
延

す
る

こ
と

な
く

市
民

へ
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

を
推

進
し

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
ま

ん
延

防
止

に
務

め
る

。

◆
Ｈ

Ｉ
Ｖ

検
査

及
び

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

検
査

に
つ

い
て

は
，

現
在

の
検

査
体

制
を

継
続

す
る

と
と

も
に

，
受

検
勧

奨
を

行
っ

て
い

く
。

◆
薬

剤
耐

性
（

Ａ
Ｍ

Ｒ
）

対
策

と
し

て
は

，
高

知
県

医
療

関
連

感
染

対
策

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

な
が

ら
，

医
療

機
関

に
お

け
る

医
療

関
連

感
染

対
策

の
充

実
・

強
化

の
た

め
の

支
援

に
努

め
ま

す
。

◆
感

染
症

の
発

生
状

況
を

的
確

に
把

握
し

，
市

民
が

正
し

い
知

識
を

持
ち

適
切

な
予

防
行

動
を

取
れ

る
よ

う
情

報
提

供
を

行
う

。

◆
感

染
症

発
生

時
に

お
い

て
も

適
切

な
対

応
が

と
れ

る
よ

う
に

，
平

時
よ

り
関

係
機

関
と

連
携

し
，

感
染

症
発

生
の

未
然

防
止

，
発

生
時

の
拡

大
防

止
対

策
の

た
め

に
，

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
策

定
や

対
応

訓
練

を
実

施
し

，
健

康
危

機
管

理
体

制
の

整
備

に
取

り
組

む
。

◆
必

要
な

予
防

接
種

を
適

切
に

受
け

ら
れ

る
よ

う
，

啓
発

に
取

り
組

む
。

◆
H

IV
・

エ
イ

ズ
及

び
ウ

イ
ル

ス
性

肝
炎

に
つ

い
て

は
，

利
便

性
に

配
慮

し
た

相
談

・
検

査
体

制
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

，
近

年
流

行
し

て
い

る
梅

毒
へ

の
対

策
と

し
て

は
，

H
3

0
 年

か
ら

梅
毒

検
査

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
体

制
整

備
を

図
っ

て
い

く
。

◆
薬

剤
耐

性
（

Ａ
Ｍ

Ｒ
）

対
策

と
し

て
は

，
引

き
続

き
高

知
県

医
療

関
連

感
染

対
策

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

な
が

ら
，

医
療

機
関

に
お

け
る

医
療

関
連

感
染

対
策

の
充

実
・

強
化

の
た

め
の

支
援

に
努

め
る

。

◆
R

５
年

度
に

改
定

予
定

の
高

知
県

結
核

予
防

計
画

（
第

５
次

高
知

県
結

核
根

絶
計

画
）

に
則

り
，

今
後

も
結

核
対

策
を

推
進

し
て

い
く

。

◆
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

，
Ｄ

Ｏ
Ｔ

Ｓ
の

体
制

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
，

管
理

検
診

を
確

実
に

実
施

す
る

。

◆
患

者
家

族
・

接
触

者
に

対
す

る
接

触
者

健
診

を
確

実
に

実
施

す
る

。

◆
一

般
住

民
へ

の
定

期
健

康
診

断
の

受
診

勧
奨

及
び

有
症

状
時

の
医

療
機

関
受

診
等

に
つ

い
て

普
及

啓
発

を
進

め
て

い
く

。

◆
結

核
の

早
期

診
断

，
早

期
治

療
に

つ
い

て
，

医
療

機
関

等
に

対
し

て
研

修
会

等
を

実
施

し
充

実
す

る
よ

う
に

進
め

て
い

く
。

◆
高

知
県

結
核

予
防

計
画

（
第

４
次

高
知

県
結

核
根

絶
計

画
）

に
則

り
，

結
核

患
者

等
の

人
権

に
配

慮
し

つ
つ

，
D

O
T

S
(直

接
服

薬
確

認
療

法
)推

進
に

よ
り

確
実

な
治

療
支

援
を

実
施

す
る

。

◆
患

者
家

族
・

接
触

者
に

対
す

る
接

触
者

健
診

の
確

実
な

実
施

を
通

し
て

，
結

核
の

発
生

予
防

及
び

ま
ん

延
防

止
に

取
り

組
む

。

◆
市

民
が

結
核

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
を

持
ち

，
乳

児
へ

の
B

C
G

予
防

接
種

，
定

期
健

康
診

断
，

有
症

状
時

の
医

療
機

関
受

診
等

の
結

核
に

関
す

る
予

防
行

動
を

市
民

一
人

ひ
と

り
が

主
体

的
に

と
れ

る
よ

う
普

及
啓

発
に

取
り

組
む

。

◆
医

療
機

関
・

高
齢

者
施

設
へ

の
結

核
に

関
す

る
知

識
や

予
防

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

の
取

り
組

み
を

進
め

る
。

2
)結

核
対

策
の

推
進

◆
R

３
年

罹
患

率
は

５
.６

で
高

知
県

結
核

予
防

計
画

の
目

標
値

1
0

.0
以

下
を

下
回

っ
て

い
る

。

◆
R

４
年

度
全

結
核

患
者

に
対

す
る

Ｄ
Ｏ

Ｔ
Ｓ

実
施

率
は

1
0

0
％

，
R

４
年

度
接

触
者

健
診

の
受

診
率

は
9

8
.6

％
で

あ
る

。
患

者
管

理
及

び
接

触
者

健
診

を
ほ

ぼ
確

実
に

行
っ

て
い

る
。

◆
定

期
健

康
診

断
は

，
事

業
所

や
関

係
団

体
等

へ
の

働
き

か
け

に
よ

り
受

診
率

は
高

く
な

っ
て

き
た

（
9

5
％

以
上

）
。

し
か

し
，

R
４

年
度

一
般

住
民

の
受

診
率

は
5

.9
％

と
低

い
ま

ま
横

ば
い

で
あ

る
。

◆
H

3
1

年
度

以
降

は
，

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

が
業

務
の

中
心

と
な

り
，

医
療

機
関

等
へ

の
研

修
会

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

。
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＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

の
方

策
＞

＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

方
策

＞

Ⅲ 　 み ん な が 安 全 ・ 安 心 で 健 康 な 暮 ら し が で き る ま ち

1
)動

物
の

愛
護

及
び

適
正

飼
養

管
理

の
普

及
啓

発
 ★

重
点

施
策

1
)災

害
時

の
医

療
救

護
体

制
づ

く
り

◆
災

害
時

医
療

救
護

訓
練

を
年

１
回

救
護

病
院

と
保

健
所

で
実

施
し

た
。

（
R

2
～

4
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
実

施
を

見
合

せ
た

。
）

救
護

病
院

2
1

か
所

中
４

か
所

で
実

施
済

み
。

R
５

年
度

に
１

か
所

実
施

予
定

。
訓

練
未

実
施

の
1

6
か

所
の

救
護

病
院

に
は

開
催

時
期

の
意

向
調

査
を

実
施

し
た

。

◆
無

線
機

を
全

救
護

施
設

に
配

備
し

，
災

害
時

の
通

信
手

段
の

多
重

化
を

図
る

と
と

も
に

，
2

1
か

所
の

救
護

病
院

及
び

２
か

所
の

災
害

拠
点

病
院

と
高

知
市

保
健

医
療

調
整

本
部

と
の

情
報

伝
達

訓
練

を
毎

年
６

月
か

ら
月

１
回

（
年

1
0

回
）

実
施

し
た

。

◆
高

知
県

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
行

動
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
地

域
ご

と
の

行
動

計
画

に
つ

い
て

は
，

高
知

市
災

害
時

医
療

救
護

計
画

と
し

て
策

定
済

み
。

本
市

で
は

発
災

直
後

の
救

護
活

動
は

救
護

病
院

を
中

心
に

行
う

こ
と

に
し

て
い

る
た

め
，

救
護

病
院

を
中

心
と

す
る

地
域

ご
と

の
救

護
活

動
を

展
開

で
き

る
よ

う
に

，
本

計
画

に
基

づ
く

災
害

医
療

救
護

訓
練

で
は

，
救

護
病

院
周

辺
の

医
療

機
関

や
薬

局
，

住
民

に
参

加
頂

き
，

地
域

ご
と

の
災

害
時

の
連

携
体

制
の

構
築

に
努

め
た

。

◆
高

知
県

と
共

催
で

B
C

P
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
ま

た
，

医
療

監
視

時
に

B
C

P
策

定
へ

の
助

言
や

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。

B
C

P
策

定
済

み
救

護
病

院
数

は
1

5
／

2
1

病
院

。

◆
R

1
1

年
度

ま
で

に
1

6
か

所
の

救
護

病
院

全
て

で
災

害
医

療
救

護
訓

練
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
救

護
病

院
周

辺
の

医
療

機
関

や
薬

局
等

と
の

地
域

の
医

療
救

護
の

連
携

体
制

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
。

◆
医

療
救

護
活

動
の

連
絡

網
は

整
備

で
き

た
が

，
そ

の
維

持
に

向
け

て
，

災
害

拠
点

病
院

・
救

護
病

院
と

高
知

市
保

健
医

療
調

整
本

部
と

の
情

報
伝

達
訓

練
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

◆
災

害
医

療
各

分
野

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

や
実

際
の

活
動

を
想

定
し

た
体

制
づ

く
り

が
で

き
る

よ
う

に
，

各
関

係
団

体
と

連
携

し
，

意
見

交
換

や
課

題
整

理
の

た
め

の
業

務
検

討
会

（
仮

）
や

救
護

訓
練

へ
の

参
加

促
し

な
ど

を
行

う
。

◆
D

M
A

T
，

D
H

E
A

T
等

外
部

か
ら

の
支

援
チ

ー
ム

と
の

連
携

方
法

を
具

体
化

し
，

災
害

発
生

時
の

保
健

医
療

調
整

本
部

運
営

体
制

を
整

備
す

る
。

◆
救

護
病

院
で

の
災

害
医

療
救

護
訓

練
等

を
通

し
て

，
高

知
市

災
害

時
医

療
救

護
計

画
の

検
証

や
見

直
し

を
図

る
。

◆
引

き
続

き
県

と
連

携
し

て
全

救
護

病
院

の
B

C
Ｐ

策
定

を
進

め
る

と
と

も
に

，
Ｂ

Ｃ
Ｐ

に
基

づ
く

災
害

医
療

救
護

訓
練

を
通

し
て

，
B

C
P

の
検

証
や

見
直

し
に

つ
い

て
働

き
か

け
を

行
う

。

◆
医

療
機

関
等

の
職

員
や

高
知

市
医

療
対

策
本

部
(*

1
)の

役
割

を
担

う
保

健
所

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

会
や

訓
練

等
を

継
続

し
て

行
う

。

◆
救

護
病

院
に

お
い

て
実

践
的

な
医

療
救

護
活

動
訓

練
を

継
続

し
て

実
施

し
，

救
護

病
院

と
連

携
し

て
地

域
ご

と
の

行
動

計
画

の
策

定
に

繋
げ

る
。

◆
医

療
機

関
の

B
C

P
策

定
に

つ
い

て
，

特
に

救
護

病
院

で
の

計
画

策
定

に
向

け
県

と
連

携
し

支
援

を
行

う
。

*
1

医
療

対
策

本
部

⇒
保

健
医

療
調

整
本

部
に

名
称

変
更

Ⅲ
－

５
　

人
と

動
物

が
共

存
で

き
る

ま
ち

◆
小

～
中

学
生

を
対

象
に

「
い

の
ち

の
大

切
さ

」
や

「
動

物
の

き
も

ち
」

を
伝

え
る

動
物

愛
護

教
室

を
実

施
し

た
。

◆
高

知
県

・
高

知
県

獣
医

師
会

・
日

本
愛

玩
動

物
協

会
高

知
県

支
部

と
協

働
し

て
犬

・
猫

の
飼

い
主

や
こ

れ
か

ら
飼

お
う

と
す

る
人

を
対

象
に

犬
・

猫
の

飼
い

方
講

習
会

を
実

施
し

，
飼

い
主

の
責

務
に

つ
い

て
啓

発
し

動
物

愛
護

精
神

の
普

及
啓

発
に

努
め

た
。

◆
あ

か
る

い
ま

ち
で

の
地

域
猫

活
動

の
紹

介
や

殺
処

分
削

減
へ

の
取

り
組

み
，

災
害

時
の

同
行

避
難

等
の

特
集

を
組

み
啓

発
に

努
め

て
い

る
が

，
認

知
度

が
低

い
た

め
継

続
し

て
広

報
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

◆
啓

発
事

業
を

継
続

す
る

と
と

も
に

内
容

の
充

実
・

多
様

化
を

図
り

，
実

施
対

象
人

数
の

増
加

を
目

指
す

。

◆
広

報
紙

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

，
イ

ベ
ン

ト
等

の
啓

発
機

会
の

増
加

を
推

進
す

る
。

◆
啓

発
事

業
の

実
施

拠
点

と
な

る
べ

き
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
。

◆
高

知
市

の
実

情
に

応
じ

た
動

物
愛

護
の

取
り

組
み

を
す

る
た

め
，

地
域

猫
活

動
を

は
じ

め
と

し
た

住
民

の
自

助
共

助
の

取
組

を
支

援
す

る
。

◆
本

市
独

自
の

動
物

愛
護

推
進

員
の

設
置

を
目

指
す

。

◆
動

物
愛

護
の

推
進

に
よ

り
市

民
の

生
活

衛
生

の
向

上
及

び
人

と
動

物
の

共
存

す
る

社
会

づ
く

り
を

目
指

す
た

め
，

今
後

も
動

物
愛

護
の

啓
発

事
業

を
継

続
し

て
い

く
。

Ⅲ
－

６
　

災
害

時
に

，
い

の
ち

と
健

康
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち
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＜
総

括
評

価
＞

○
＜

今
後

の
方

向
性

＞

＜
取

組
み

の
方

策
＞

策
定

時
の

値
と

直
近

値
を

比
較

項
　

目
　

数

◎
目

標
値

に
達

し
た

4

○
目

標
値

に
は

達
し

て
い

な
い

が
改

善
し

た
2

4

△
策

定
時

と
比

較
し

て
ほ

ぼ
変

化
な

し
3

×
策

定
時

と
比

較
し

て
ほ

ぼ
変

化
な

し
比

較
し

て
悪

化
し

た
0

合
　

　
計

3
1

Ⅲ 　 み ん な が 安 全 ・ 安 心 で 健 康 な 暮 ら し が で き る ま ち

2
)災

害
時

の
公

衆
衛

生
活

動
体

制
づ

く
り

　
　

★
重

点
施

策

◆
市

災
害

医
療

救
護

訓
練

等
の

実
施

や
内

閣
府

，
県

等
主

催
の

訓
練

に
参

加
し

，
H

3
1

年
３

月
，

公
衆

衛
生

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

第
５

版
に

改
定

し
た

。
改

定
後

も
各

種
訓

練
は

継
続

し
て

い
る

。

◆
 新

た
に

「
高

知
市

災
害

時
栄

養
・

食
生

活
支

援
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

R
３

年
１

月
に

策
定

し
た

。

◆
栄

養
・

食
生

活
支

援
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
は

受
援

体
制

を
盛

り
込

み
済

だ
が

，
保

健
活

動
全

体
の

受
援

体
制

は
未

確
立

で
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

◆
D

H
E

A
T

養
成

研
修

受
講

者
は

，
R

５
年

度
末

で
，

研
修

ご
と

の
実

人
数

3
2

人
見

込
み

(目
標

3
0

人
)。

た
だ

し
，

退
職

・
異

動
に

よ
り

実
際

は
2

6
人

。
研

修
受

講
者

に
よ

る
保

健
所

職
員

対
象

の
研

修
を

実
施

し
た

。

◆
H

3
0

年
西

日
本

豪
雨

，
R

２
年

熊
本

豪
雨

へ
の

保
健

活
動

チ
ー

ム
の

被
災

地
派

遣
を

実
施

し
た

。

◆
新

た
に

 「
高

知
市

災
害

時
応

援
派

遣
マ

ニ
ュ

ア
ル

(保
健

活
動

チ
ー

ム
編

)」
を

R
元

年
８

月
に

策
定

し
た

。

◆
以

上
の

取
組

を
通

じ
て

，
公

衆
衛

生
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
く

職
務

を
理

解
し

て
い

る
保

健
所

職
員

の
割

合
は

R
５

年
６

月
現

在
で

5
9

.4
％

(目
標

：
8

0
%

)。

◆
R

５
実

施
の

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
る

と
，

保
健

所
に

期
待

す
る

役
割

で
最

も
多

か
っ

た
項

目
が

「
災

害
時

の
保

健
医

療
体

制
づ

く
り

(4
4

.1
%

)」
で

あ
り

，
今

後
も

継
続

し
て

災
害

に
対

応
で

き
る

人
材

を
増

や
し

災
害

時
の

公
衆

衛
生

活
動

体
制

を
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

◆
「

災
害

時
の

公
衆

衛
生

活
動

体
制

の
強

化
」

と
し

て
，

重
点

施
策

を
継

続
す

る
。

➤
D

H
E

A
T

養
成

研
修

の
受

講
継

続
➤

市
災

害
時

医
療

救
護

訓
練

等
の

実
施

及
び

各
種

訓
練

へ
の

参
加

➤
保

健
活

動
チ

ー
ム

の
被

災
地

派
遣

体
制

維
持

➤
保

健
師

の
活

動
体

制
の

明
確

化
と

受
援

体
制

の
構

築
➤

公
衆

衛
生

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
栄

養
・

食
生

活
支

援
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
適

宜
改

定
と

関
係

職
員

へ
の

周
知

◆
東

日
本

大
震

災
や

，
熊

本
地

震
の

教
訓

を
生

か
し

た
公

衆
衛

生
活

動
の

実
践

訓
練

を
繰

り
返

し
行

う
こ

と
に

よ
り

，
公

衆
衛

生
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

(H
2

6
年

策
定

)を
継

続
し

て
見

直
し

し
て

い
く

。

◆
受

援
体

制
の

構
築

に
取

り
組

み
，

公
衆

衛
生

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

反
映

し
て

い
く

。

◆
災

害
時

健
康

危
機

管
理

支
援

チ
ー

ム
(D

H
E

A
T

)養
成

研
修

受
講

者
を

増
や

す
と

と
も

に
，

被
災

地
支

援
に

取
り

組
み

，
災

害
に

対
応

で
き

る
人

材
を

増
や

す
。
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第三期高知市健康づくり計画(R６～R17)

令和５年８月31日

高知市地域保健推進協議会

-骨子案-

協議事項（２）第三期高知市健康づくり計画の骨子案について

＜健康日本21(第三次)推進のための説明資料より＞
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＜健康日本21(第三次)推進のための説明資料より＞

＜令和５年度都道府県等栄養施策担当者会議資料より＞

＜健康日本21(第三次)推進のための説明資料より＞
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第三期計画の計画期間

令和６年度から令和17年度までの12年間

＜R５年５月に開催した「第１回まち・ひと・しごと創生有識者会議」での資料加工＞

第１回協議会で承認

Ⅰ すべての世代でその人らしく健康な暮らしができるまち

Ⅱ 地域のつながりの中で，自然に心豊かな暮らしができるまち

Ⅲ みんなが安全・安心で健康な暮らしができるまち

第三期計画の基本理念
すこ

いつまでも みんなが 健やかに暮らせるまち

第１回協議会で承認
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第三期計画の基本方針 (案)

◆ 一人ひとりの未来を見据え，次世代へと続く健康づく
りを進めます

◆ 多様な主体がつながることで，みんなが健康になれ
る環境づくりを進めます

◆ 健康危機に備えて保健所機能を強化します

健康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指します

基本理念 施策
１) 健やかな誕生への支援
２) 子どものころからの生活習慣の確立
３) 生涯を通じた健康管理
４)   食を通じた健康づくり
５) 身体活動，運動による健康づくり
６)   歯と口の健康づくり
７)   こころの健康づくり
８) 喫煙・受動喫煙対策
９)   アルコール健康障害対策

10)  生活習慣病(がん・循環器疾患・糖尿病)対策
11) 精神障害のある人への支援
12) 難病患者への支援
13) 障害のある子どもへの支援
14)   地域とともにすすめる健康なまちづくり

１) 食品衛生知識の普及啓発強化
２) 食品衛生監視指導計画に基づく食の安全の推進

３) 生活衛生監視指導計画に基づく施設の衛生向上

４) 衛生害虫等駆除対策の推進
５) 毒物劇物適正管理の推進
６) よりよい医療の推進
７) 医薬品等の望ましい管理の推進
８) 献血の普及啓発
９) 休日や夜間の救急体制の確保

10)   感染症対策の強化
11) 結核対策の推進
12) 動物の愛護及び適正飼養の推進
13) 災害時の医療救護体制の強化
14) 災害時の公衆衛生活動体制の強化

いつまでも

みんなが

健やかに

暮らせるまち

２ いつもの生活が健康につながる
まち

Ⅱ 地域のつながり
の中で，自然に心
豊かな暮らしがで
きるまち

Ⅲ みんなが安全・
安心で健康な暮ら
しができるまち

Ⅰすべての世代で
その人らしく健康
な暮らしができる
まち

１ 自分のこころとからだに関心をも
ち，健康でいられるまち

３ 健康を次世代につなぐことができ
るまち

１ 地域の誰もが大切にされ，安心し
て暮らせるまち

１ 安全・安心で健康的な食生活を
送ることができるまち

２ 安全で衛生的な暮らしができる
まち

４ 感染症を予防し，その拡大を抑
え，安心して暮らせるまち

５ 人と動物が共生できるまち

６ 健康危機への備えが平時からで
きているまち

３ 安心して医療が受けられるまち

２ 病気や障害があってもその人らし
く暮らせるまち

★=重点施策 10施策

第三期計画の体系図 (案)

すこ

★
★

★
★
★

★

★

★

★

★
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施策に共通する視点

 ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

 誰一人取り残さない健康づくり

 地域とともにすすめる健康づくり

 保健所の機能強化

ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

ライフコースアプローチとは
人の生涯を，胎児期から高齢期に至るまで経時的につなげて考えること

誰一人取り残さない健康づくり

個人の
ライフステージ

妊娠（胎児）期・乳幼児期 青年期・成人期 高齢期

影響

影響

影響 影響

自身の

子ども 影響

第三期高知市健康づくり計画の推進

学童・思春期

次世代

ライフステージごとの

健康課題

➤若い女性のやせ・貧血
➤妊婦の喫煙・飲酒
➤低出生体重児

等

➤肥満傾向児
➤偏食
➤朝食の欠食
➤望まない受動喫煙

等

➤メタボリックシンドローム
➤高血圧・糖尿病・脂質異常症
➤運動不足 ➤睡眠不足
➤喫煙 ➤過量飲酒

等

➤フレイル ➤ロコモ
➤認知症 ➤骨粗鬆症
➤口腔機能低下➤低栄養
➤生活習慣病の重症化

等
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誰一人取り残さない健康づくり

地域とのつながりへの意識が「どちらともいえない」「どちらかといえばそう思
わない」「全くそう思わない」人ほど，自覚的健康感が低い。

10.1% 14.9% 10.8% 15.8% 21.8% 24.7%
36.8%

29.0%7.5%
14.9% 21.1%

23.6%
24.2%

29.0%

28.5%
27.0%

40.3%
30.9%

47.0%
43.8%

43.2%
37.4%

27.1%
32.0%31.4% 31.9%

17.0% 13.3%
9.1% 7.5% 6.3% 11.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H29 R5 H29 R5 H29 R5 H29 R5

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

大変苦しい 普通 ゆとりがあるやや苦しい

H29 N＝1,599
R5    Ｎ＝835

図１ 自覚的健康感と暮らし向き
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図２ 自覚的健康感と地域とのつながりへの意識 N=848

◆自覚的健康感が高い人を増やし，健康寿命の延伸を目指すために

健康格差を
意識した
働きかけ

暮らし向きが「大変苦しい」「やや苦しい」人ほど，自覚的健康感が低い。

ヘルス
リテラシーの

向上

個人を取り巻く
生活環境

地域との
つながり

※ヘルスリテラシー ： 正しい健康情報を入手し，理解して活用する能力

＜H29，R5健康づくりアンケートより＞ ＜R5健康づくりアンケートより＞

地域とともにすすめる健康なまちづくり

 部局を超えた庁内連携
 関係団体との連携・協働の促進
 市民や関係者とともにすすめる健康づくり

連携・協働で，自然に健康になれる環境づくりを進めます
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• 保健所への職員の配置，IHEAT等外部からの応援の仕組みや受援体制，迅速な有
事体制への移行等平時から準備。

【健康危機管理体制の強化】

• 統括保健師等総合的なマネジメントを担う保健師を配置。

【マネジメント体制の強化】

• 職員（IHEAT等応援職員を含む）等の研修・実践型訓練の実施。

【人材育成】

新型コロナ対応での課題を踏まえ，今後の新興・再興感染症への対応はもちろんのこ
と，災害等他分野も含めた健康危機全般について，これらが複合的に発生した場合に
も対応できる健康危機管理体制の構築が必要。このためには，保健所の役割を明確
にし，体制構築に向け，平時のうちから計画的に保健所体制を整備しておくことが必要

保健所の機能強化
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■ 高知市地域保健推進協議会条例

高知市地域保健推進協議会条例をここに公布する。 

平成27年４月１日 

高知市長 岡 﨑 誠 也 

高知市条例第６４号 

高知市地域保健推進協議会条例 

 （設置） 

第１条 本市における保健，医療，福祉その他地域保健に関係する分野の連携を強化し，健康都市づくり

を効果的に展開することにより，地域保健の総合的推進を図るため，高知市地域保健推進協議会（以下

「協議会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は，次に掲げる事項について，協議及び必要な調整を行う。 

⑴ 地域保健の推進及び高知市保健所の運営に関する事項

⑵ 地域保健と医療及び福祉との一体的かつ総合的推進に関する事項

⑶ 学校保健と職域保健との連携に関する事項

⑷ 前３号に掲げるもののほか保健，医療及び福祉に関する諸課題に関する事項

（組織） 

第３条 協議会は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する委員15人以内で組織する。 

⑴ 行政関係者

⑵ 医療，保健又は福祉団体関係者

⑶ 環境衛生団体関係者

⑷ 学識経験者

⑸ 保健福祉に関する施策の対象となる市民その他市長が適当と認める者

（会長及び副会長） 

第４条 協議会に会長及び副会長１人を置き，委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は，会務を総理し，協議会を代表する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その職務を行う。 

 （委員の任期） 

第５条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠は補充による委員の任期は，前任者又は他の委員の残

任期間とする。 

２ 委員は，再任されることができる。 

（会議） 

第６条 協議会の会議は，会長が必要に応じて招集し，会長が議長となる。 

 （資料提供その他の協力等） 

第７条 協議会は，その所掌事務を遂行するため必要があると認めるときは，関係部局その他の者に対し，

資料の提出，意見の表明，説明その他の必要な協力を求めることができる。 

（守秘義務） 

第８条 委員は，その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

（部会） 

第９条 協議会は，所掌事項について専門的に調査研究するため必要があると認めるときは，協議会に部

会を置くことができる。 

２ 部会は，会長が推薦する者のうちから市長が委嘱又は任命する部会委員で組織する。 

３ 部会委員の任期は，部会が設置されている期間とする。 

４ 部会に部会長を置き，部会長は，会長が部会委員のうちから指名する。 

５ 部会長は，部会を統括するとともに，部会において調査研究した事項を協議会に報告する。 

６ 第６条から第８条までの規定は，部会及び部会員に準用する。この場合において，「会長」とあるの

は，「部会長」と読み替えるものとする。 
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（幹事会） 

第10条 協議会の設置の目的を効果的に達成するため，協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は，会長の指示に従い，必要な事項の調査及び検討を行う。 

３ 幹事会は，幹事長，副幹事長及び幹事をもって組織し，それぞれ市長が別に指名する市職員をもって

充てる。 

４ 幹事長は，幹事会を統括するとともに，幹事会の会議の結果を協議会に報告する。 

５ 第６条及び第７条の規定は，幹事会の会議に準用する。この場合において，「会長」とあるのは，「幹

事長」と読み替えるものとする。 

（庶務） 

第11条 協議会の庶務は，健康福祉部において処理する。 

（その他） 

第12条 この条例に定めるもののほか，協議会の運営について必要な事項は，会長が協議会に諮って定め

る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日において置かれていた高知市地域保健推進協

議会（高知市地域保健推進協議会設置要綱（平成11年１月１日制定）の規定に基づき組織されたものを

いう。以下「旧協議会」という。）は，協議会となり，同一性をもって存続するものとする。 

３ この条例の施行の際現に旧協議会の委員又は部会委員として市長から委嘱又は任命されている者及び

旧協議会の会長若しくは副会長に選任され，又は部会長に指名されている者は，施行日において協議会

の委員若しくは部会員に委嘱若しくは任命され，又は会長若しくは副会長に選任され，若しくは部会長

に指名されたものとみなす。ただし，その任期は，第５条第１項又は第９条第３項の規定にかかわらず，

旧協議会の委員及び部会員並びに会長及び副会長並びに部会長としての残任期間に相当する期間とする。 
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関係部 関係課・役職 氏名 備考

健康福祉部長 橋本　和明 幹事長

健康推進担当理事保健所長事務取扱 豊田　誠 副幹事長

健康福祉部副部長 入木　栄一

総務部 政策企画課長 大宮　剛夫

防災対策部 地域防災推進課長 藤原　わか

市民協働部 地域コミュニティ推進課長 寺尾　倫彦

健康福祉総務課長 一圓　真由

地域共生社会推進課長 島﨑　由紀子

介護保険課長 島内　裕史

保険医療課長 水野　知宣

地域保健課長 北添　地平

生活食品課長 岡林　良樹

健康増進課長 小藤　吉彦

障がい福祉課長 大中　卓実

基幹型地域包括支援センター所長 関田　学俊

子育て給付課長 山中　理枝

子ども育成課長 山中　健徳

母子保健課長 谷村　守敏

保育幼稚園課長 宮地　豊一

子ども家庭支援センター所長 高橋　郁子

環境部 新エネルギー・環境政策課長 田村　智志

教育委員会 学校教育課長 竹内　清貴

健康福祉部

健康福祉部

子ども未来部

■ 高知市地域保健推進協議会幹事会幹事名簿
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